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に熱研図菩揺に伺って、芥子色のカー

ペットや窓外に林立する科学万博ノベピリオン

の景観に驚きとちょっとした羨望を感じたの

を、つい先日のように思い出す。知詰7その時

では、そこがi8＇二（つい）の職： v場になるなどとは

も思わなかった。
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税関

であるcそこに南アジア

央食料技術研究所がある。研究テーマ

イルドライス、一言でいえば、籾米をト分に吸

インド中
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思いで

水させたのち、蒸し煮、乾燥させると、貯蔵

性、精米性、ビタミンなどの栄養素が向上する

という、インドの伝統的なポストハーベスト技

術の研究である。着任半年後、一時帰閣の時期

が迫ってきた頃、マドラス税関から貨物が着

いたので輸入許可書を提出せよ、といってき

た。いやな予感がした。インドに研究機材を持

ち込むときは予め輸入許可をとっておかなけ

ればならないことをそのとき知った。早速、大

イモ館の農務官になきついたが呼があかず、その

日から悪夢のような税関との苦闘がはじまる。

り7おきアプライサーは口をへの字にまげ容
に妥協しない。課税するの一点張りである。

インド人の友人と税関中を駈けずり回ったが

解決の目処はつかない。すったもんだのあげく

最後に提案されたのが、「インド政府・ガンジ一

首相あてに研究が終わりしだい再輸出するむ

ね申請すること、もし再輸出しなかった場合は

課税されても致し方ありません」というボンド

を出すことで、課税保留の一時輸入が許された

のである。暫くして機材がマイソールに送られ

てきたのは一時帰国の一週間前であった。

二年の任期を終えて帰国する際、機材類一切

を再輸出したことはいうまでもない。通関業者

から「貨物はユーゴスラブラインに載せたので

そのB止（船荷証券）を送付する」といってき

た。帰国してから 3年くらい経ったころ、在印

大使館経由で、税関から書類が届いた。「貴殿は

任務格了後、機材を再輸出するというボンドを

出しているにも拘わらずまだ輸出していない。

約束をはたさなければ課税するJといってきた
のである。なにを今ごろそんなことを、私は帰

国する前にマドラスの通関業者を通して再輸

出しているのでその業者に問い合わせて欲し

いと返事した。すると半年くらいして「再輸出

した証拠がない。証拠を示せ」といってきた。

再度通関業者の名前と番地を書いて送ってそ

ちらに聞いてくれと突っぱねると、また半年く

らいして「これが最後通告。証拠がなければ課

税するJといってきた。これは一寸面倒なこと
になってきたぞ、と覚悟したが、はたと思い出し

たのが帰国のとき大事に持ち帰った BILであ

る。インド人も忍耐強いがこちらもマドラス税

関で鍛えられている。 BILのオリジナルを送っ

て何処かで紛失でもされては日もあてられな

い。そこで、先ず反応をみるつもりでそのコ

ピーを送ってみた。ところがである。これが効

を奏してあっさりと証拠として認められたの

である。そして返事にいわく「本書をもって再

輸出したものと認む。至急オリジナルをおくら

れたし。それを受領したら本件はキャンセルさ

れるj。

ICRISATにて

飯塚典男

在籍： 1977年 10月～ 1980年3月

インドに千子くといったら、！日実名石fのロピーの
雀達が“ピルマから西は外国だ”とか“インド

は本当に良いところだ＼インド人さえいなけれ

ば”とか“三ヶ月いたら尊敬する”など勝手気

ままにのたもうた。その他貴重なる御意見を多

数拝聴し、 1977年に単身で出かけた。任地は

南インドのハイデラバード市郊外にある

ICRISAT （国際熱帯半乾燥地作物研究所）であ

る。発足間もないので施設は建設途上であり、

仮研究室は立ち退き跡の農家であった。一階の

土問がお茶のみ場で、二階に私の小部屋と小実

験室があった。カウンターパートのレデイ氏は

アメリカに 11年もいたとのことであり、カー

ストは最上、並みのインド人とは少々違ってい

て、かなり気を遣って面倒を見てくれた。その

理由は、彼はアメリカの大学で木村先生（元北

大教授）と一緒だ、ったとのこと。日本人とは真

面白で優秀な民族だと思い込んでいたふしが

あった。ところが私と木村先生とでは月とスッ

ポン以上の違いがあることになかなか気がつ

かなかった。彼は大方のインド人から一目置

かれていたので、おかげで私も半自ぐらいは置

かれ、随分助かった。彼の家にはよく食事に招

待され、香米入りの網飯に魚のカレー煮をご馳

走になった。映画にも連れていってくれた。そ

の他言葉のこと、ヒンズー教のこと、お城のよ

うな彼の実家のこと、そうそう仕事のことなど

沢山の思い出がある。レディ氏と私の助手はラ

ジェシェウエリ嬢で、レディ氏のお気に入りで

ある。なかなかの才媛で随分助かった。言葉
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さんは日本につい

いマは尽きない。

l土、出身地のタミル諾のほか、英語、ピン

語、u テルグ語、ウルド一語を操るので、

訳してもらった。よく風邪を引くので、

を食べなさいと言ったら、チキンを試したがど

うしても喉を通らなかったとのこと。あると

き、私、結婚するかも知れないと言ってきた。

おめでとう、と言、ったついでにイン

について質問してみた。これは
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を経験することが出来た。この問、ブラ

ジjレを始め他の途上国を訪問する調査の機会も

えられ、私にとっては又とないよい控強と

を重ねることとなった。このように貴重

や外宙人を含めた多数の知己71＇得られたの
は、 10年に及ぶ熱研 呂際農研の皆様の暖かしみ

御配慮の賜と感謝している。



思いで

走馬燈の熱研・ JIRCAS 

石原修二

: 1988年 10月～ 1994年6月情報部

1957年入省後、北海道から九州ま し

た後、例年6月退職までの 5年9ヶ月をお世話

になりました。退職後も、西アフリカ、東南ア

ジアで 6年近くを過ごすことになったため、

TARC、JIRCASとはいまだへその緒が繋がっ

ているように感じています。研究技術情報官

（畑作物、中南米、後アフリカ担当）として、

年数回の短期海外調査の他は、 JARCや広報誌

の編集、情報データベース作りなどが主な仕事

だったと思いますoDLBartmanとの disputesも

よい思い出です。部員には長期在外経験者が多

く、お茶の時間などには、報告書には出てこな

い、珍奇な経験談を冊う機会がよくあり、アラ

ピアンナイトを聴いているような異国文化へ

の憧債を誘われる楽しみがありました。研究所

の思い出とは、より多〈の持問を過ごしたつく

ば本所での経験もさることながら、短期間でも

出かけた外国のことが、同行した調査員

の個性とともに、やはり印象として強く残って

います。多くの旅程の中から先進国やncA

等を省き、挙げさせていただくと次のような場

所、事物、 y 0 

カ1）ブ海のドミニカ共和国（コロンプスの息

子の家）、パルベドス（珊瑚礁の塊が散らばる

黒土の世間）、ト 1）ニダード（黒いタールが噴出

する湖上の漫歩。はじめて見た、カカオの木と

実）などの島興、沿岸のガイアナ（黒人の英語

因。サトウキピの交配装置。操縦室と客室の区

別がないプロペラ旅客機での低空飛行）、スリ

ナム（同じくオランダ語国。大型機械化栽培に

より米を輸出）、ベネズエラ（ブドウは年数回

採れ、熱帯のど真ん中でワインを醸造。芳醇な

赤いグアパの実。はじめて食べた Sapote（フィ

リピンでは Chicoという））。ブラジルではベ

つ も貴重

レーン（日本人会忘年会での曲芸的ダイナ

ミックなランパダ蹄り）、マナウスのアマゾン

川（乾季と雨季の水位差が 10m位あり、自く

った本流に、黒い支流が合流する地点で泳

ぐ白い体表の淡水イルカ）、ロンドニアのボル

トベーリョ（l晩泊まった日本人移住者の家。

ガリンペイロ（gold町hunter）の息子、グアヤパ

という果物）。チリではサンチアゴ（llJcの
白いマリアイ象、乾いたページコ色の山の斜面

に、 w蹴 r-harvesting 技術で作る小麦畑）、

Co即 epcion(Eucalyptusの美林、山の中の温泉

とスキー場の残雪）、 PuertoMont （エニシダ

の黄色い花で埋まる山腹、牛の角を縛って牽引

につないだプラウ作業の情景）。エクアドル

では、キト（観光地になった赤道。資料を送る

ため、包装の表面一杯に貼った郵便切手）、グ

アヤキル（渡船場の屋台で木槌で割って食べた

蟹。ひなびた漁村の食堂で出たセピーチェとい

う生エピのマリネ）。ホンジzラス（サン⑩ペ

ドロ a デ・スーラの近くにある、パナサ会社の

石汗究所で干重をとるために会ミめたノてナナの山、

ロープウエーで運ばれるバナナの房）。コスタ

リカ（高橋元研究 1部長の！日友の土壌学者、

Tulialba ( ? ）と言う熱帯農学雑誌を出す研究

所）。初めて遭遇した西アブリカ（マリに入る

途中寄ったお年ぶりのパリ。サヘルサバンナ

の村人の躍動感溢れる舞踊と、土産にもらっ

た、生きた鶏と山羊、灯油で動かす冷蔵庫、ハ

ルマッタンの曇り空の下に白く蛇行する伝説

の川ニジェー）］／）。ナイジエリアのイノすダンか

らニジェ一｝］／のニアメまで、今川調査員と同行

したLandRoverで、のサヘル横断旅行で、ガソリン

に買った大きな黒いjerrycano 

つ 2年 1ヶ月

伊藤一幸

現在：農業環境技術研究所環境生物部

数個の旅行鞄、20個を越す段ボール箱ととも

に、家族6人、で、飛行機に乗ったのは初めてであ
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り、期待と に満ちた出国であった。その時

までに，nCAの専門家として短期派遣の経験は
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が皆彼女の写真を撮っていくが送ってくれた

人は一人もいないと言っていたことをそのま

ま報告書に書いたのである。一部の人はおもし

ろいと言ってくれたが、 JICAでは翠盛を買っ

たかもしれない。

熱研から派遣された時のテーマは乾期に潅

慨が可能な稲作地帯における水田作付体系

だ、った。すでに先輩たちが試験場の中では各種

の畑作物を乾期に作る試験で成果を出してい

たが、理想的な潅j障体系と、十分な労働力と、

大型トラクターを前提にしての作付体系だっ

たので、果たして現地でこれが使えるのかとい

の疑問だった。実際に農家がそれに近

を実施している現地を探し、そこで

った技術と農家のそれを比較した

いと提宗したところタイ側に受け入れられ現

しが始まった。落ち着いたところはスパン

ブけのような重粘土地帯ではなく、チャオプラ

ヤJII本流のすぐ傍に細く帯状に分布する自然

堤防上のシルトに近い土地の地帯だ、った。ここ

で、｛吏われているのは動力をイ吏うものといえば

ハンドトラクタ一一台と、進んだ農家でも揚水

思いで

ポンプがあるだけだった。

スパンブリの試験場でも平行して試験を進

めていたが、乾期の稲作は 1年目はネズミに完

全にやられ、新品種を導入した 2年呂はラッギ

ドスタントというウイルス病にやられて、乾期

稲作の試験結果が得られたのは出程予定期間

を2回延長した後の 3年目だ、けだ、った。現地試

験で、分かったのは、タイにもすばらしい精農家

がいるということ、落花生は手で抜けるような

土の軽いところでなけーれば、収量はとれでも農

家は作らないということ、農薬も肥料もやらず

に一見粗放に見える岩夫婦のやっている農業

も、収支計算で投J、産出比を見ると精農家の場

合とほとんど変わらないということ等であっ

たO

試験の結果も私には一応納得がいくもので

あったが、私にとってのもっと大きい収穫は、

タイの人たちから心の温かさを学んだことで

あり、生活に密、着した生きた宗教として仏教を

発見したことであった。おそらく、それ以前の

自分に比べてーまわり賢い世界観をお土産に

国いて日本に帰ってきたのではないかと思う。

中国雲南省日中共同研究での思い出
井上正勝

在籍： 1986年 11月～ 1989年3月

現在：愛知県農業総合試験場作物研究所

2年5ヶ月の聞に 5回出張しました。第2回

目は妻と小学就学前の子供3名と母親の家族連

れで出かけました。現農業研究センターの中川

原所長さんもイネ遺伝資源のアイソザイム調

査のため同行されました。この時は、飛行機の

予約がとれず、寝台特急列車で上海から昆明ま

で72時間3泊4日の旅でした。車窓の風景は

水墨画の題材を思わせる山や帆かけ船の浮か

ぶ川があり、貴州省では痩せた畑に貧しい農村

風景が印象的でした。車内で上海から昆明の夫

に1ヶ月の休暇を利用して会いに行く女性に出

会いました。中国では沿海部と内陸部との経済

格差、多くの民族がしのぎを削る歴史と小数民

族問題、人口問題等急激な経済発展の影に多く

の問題を抱えています。

家族もホテルに宿泊し休日には自由市場で

珍しいキノコ、果実、食材、種子、漢方薬ある

いは古銭を見つけて、中国の生活に触れること

ができました。我々外国人研究者は、英語の先

生も含め外国人専門家として、祝日には民族舞

踊鑑賞等のもてなしを受けました。

試験研究は育種グ、ループ、いもち病研究グ

jレープ、耐冷性研究グループの 3チームに分か

れ試験研究を行った。 1989年当時合系2号、 4

号、 5号、 10号の奨励品種栽培面積が増加し、

共同研究の成果が明らかになってきました。中

国側の蒋志農先生、通訳として案内していただ

いた故熊建華先生他、多くの先生方と家族ぐる

みの親交をしていただいた。

育成対象標高は 1,500～ 2,000rnで、厳しい

冷害といもち病の激発地域で、あり、耐冷性、耐

病性育種の意義は大きい。また、この地域は、

遺伝資源の宝庫でもある。

昆明近郊の稲は日本の約3倍に近い超蜜植栽

培（17×10cm）が行われている。出穂期は 7

月中旬以降だが、 6月中旬から始まる雨期まで
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思いで

雲南⑨煙草。酒・火錦J

岩野正敬

在籍： 1987年4月～ 1990年3月

現在：農業研究センター

雲南省。なんとも響きが良く、旅情を誘う

る。国交回復後、大臣のお声掛かりで始

まった水稲育種目中共同研究は同省農業科学

院で実施されていた。所在地は昆明市桃園村。

仙人と美女が住んでいそうな優雅な地名であ

る。高台の 5階に居室。実験室があり、窓から

見える遠くの山々は緑草で、覆われ、その中に羊

が遊ぶがごとく白い石灰岩が散らばっている。

限下の水田は 2月には菜の花で黄色に覆われ、

ら煙が立ちのぼる風景はまさに桃源郷

であった。

この地に短期、長期で3回勤務した。いもち

病抵抗性と病原菌のレ ス分化を調査するこ

とが仕事であった。育種からは国内でも実務の

。あった人たちが派遣されており、人格円

満、仕事熱心だったので中国側の評価も高く、

の傘の下で自由に仕事ができたことは幸運

であった。育種に多くの知人を得たことが熱研

した最大の財産になり、その後何度とな

く助けていただいた。人付き合いは良い万では

なく皆さんに迷惑をかけたことを反省してい

る。

長期の時は大曲から井上さん、古川から松永

さんがすでに赴任されておられ私が加わって3

人になった。井上さんは煙草駄目、酒は杯一

杯。松永さんは酒ほどほど、煙草駄目。両方ゃ

るの私だけであった。雲南は中固有数のタバコ

の産地であり、中国側には愛煙家が多かった。

自分が吸うときは周囲の人にも自分の煙草を

すすめるのが干し千義である。当技＝のことながら自

分が吸うときは人にすすめるので 1日40本以

上吸う日もあった。帰国後、大きくなった娘た

ちいわく、臭いから家の中で、は駄目。仕方がな

いからベランダの蛍族になったら、洗濯物の下

で吸うことを禁じられてしまった。

大酒飲みを海量（ハイリャン）と呼ぶ。度数

の高い白酒で乾杯、乾杯するのが私の常でなん

ともあさましいかぎりである。食べ物で気に

入ったのが火鍋。トウガラシをふんだんに入れ

た激辛鍋である。薄暗い専門店の土問で低い木

椅子に腰を下ろし、レパ 、鶏肉、香菜等をい

て食するのだが、あまりの辛さに涙ポロポ

ロ、汗ドット、鼻水ダラダラ、数日間は域主権の

穴周辺がヒリヒリといった代物である。日本側

でこれにはまってしまったのが私だけーで、激辛

大歓迎のため中国人より中国人的だと言われ

てしまった。

帰国の翌年九州農試に転勤した。永年勤続者

の席で「上司、同僚の指導。援助に感謝

し、数回の転勤に一度も不平をいわなかった家

族、雲南にいた 2年間家を守札子供たちを育

ててくれた女房に感謝する。何もできないが今

晩は、賞状と銀杯を食卓に飾り、酒をのみ、

して女房の肩を採んでやりたい」とお札の言葉

を述べた。定年後、仕事抜きで二人で観光に訪

れてみたいが、やはり水田に入り、いもち病の

病斑を取ってしまうような気がしてならない。

想、い出 TARC-JICP~

上野義視

在籍： 1979年4月～ 1983年3月

1988年7月～ 1993年6月

熱帯農業研究センター創立後同年、揺藍期

を過ぎ、一人歩きを始めた 1980年頃長期在外

研究員として 3年半タイ国に滞在した。赴任

時、日本とあまりにも異なる農業、研究環境、

研究者の意識、生活環境に驚き、一方、在タイ
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熱研研究者諸兄の精力的な活躍に感銘を受け

た。赴任先のタイ農業局長から日々雇用労働

者に至るまで友好的、献身的であったために楽

しく研究が出来たことは、これまで 10年間の

熱研研究者の積み上げてきた友好と努力の賜
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悪いことさえしなければ何をやってもよ

い。。．。終電車帰宅を常とした技術会議時代

に比べると、夢のような楽しい話であった。

そんな或日、山田登顧問（熱研初代所長）か

ら「乾燥地には、多量の塩を吸収しでもそれを

吐き出してしまう耐塩性植物（飼料作物）があ

るらしい。その植物の耐塩性について研究する

よう」勧められた。一方、鴻巣の独身寮時代の

同僚は各分野の最先端を行く研究者になって

おり、“定員借りの窓際族”に同情して「俺が

指導するから乾燥地農業の研究をしろ」との申

し入れが相次いだ。このような周囲の温かい配

慮と友情に抗しきれず、定年まで遊び暮らす計

画（？）は、もろくも崩れ去ってしまった。

早速、オーストラリアから Atrヤlexの種子を

入手したが、過去20年聞の作物生理学及びそ

の研究手法の進歩は著しく、手のつけようがな

かった。そのため、植物の生育観察をして、一

見浪費の 2年余は、実は研究の基礎体力を養う

重要な準備期間であった。後になって「急がぱ

れ」という言葉を身にしみて感じた。研究者

の真似ごとができるようになった頃、農技研

（現在の生物研）の稲田勝美（後、鳥取大教授）

及び太田保夫（後、東京農大教授）氏等の指導

により、約半年かけて研究計画を練り、実験の

詳細な実行計画を作成した。両氏の口利きで、

生物研、農環研、農研センターにまたがる 7な

いし 8つの研究室に出入りし、農林団地内で選

ばれた最も効率的な実験機器を借用するとい

う費沢な実験計画で、あった。これらの機器の操

作も事前に習熟した。

周到な準備を経て、本番の実験を開始したの

は昭和 57年 I2月20目、士、日も盆も正月も無

く、昼夜兼行で、実験を重ね、 200余枚の研究論

文を書き上げたのは昭和 60年2月 10司。この

間多くの方々が協力し、知恵を貸してくれた。

非常に珍しい植物を実験材料にしたので学

会でも注自をあび＼実力とは無関係に評判が走

り出し、とうとう学会賞をお土産にして退官と

思いで

なった。兜町界隈に「人の行く裏に道有り花の

山」という諺があるが、稲を実験材料にしてい

たら、こうはならなかったであろう。とは云う

ものの“五十の手習い”は楽なものではない。

日本海軍は「月月火水木金金jの猛訓練をした

というが、私の2年2ヶ月は「月月火火水水木

ァf:金金J、すなわち 1週間に 10日働き、しかも
土目、盆、正月無しの夜討ち朝駆けの毎日で

あった。体感暦では7年くらいの実感が残る 2

年2ヶ月であった。今だから口に出せるが、途

中で止めようかと思ったことも再三あった。最

も苦しいときは、辛抱の代名詞として「おし

ん、家康、隆の里」が流行した頃であった。そ

のとき、ふと気づいたのは「おしん家ヤスタカ

の里」、日本中の皆さんが応援してくれている

のでは止める訳にはいかない、ヤルッキャナ

イ！

某大先生の名刺に「農学研究者に必要なもの

は、ーに体力、二に体力、三四がなくて五に知

力」というのがある。五十の手習い数年間から

得た私の教訓は「農学の研究には体力、気力、

知力が必要である。ただし、知恵は借りられる

が体力と気力は借りられない」。さらに、「知恵

はただ、は借りられない。喜んで、貸し借りできる

人間関係が必要である」。

定年を待たずに企業からお呼びがかかり、70

歳を越えるまで海外の仕事に従事できたのは、

ご指導・御協力いただいた沢山の関係者は勿

論、窓際族の特権を利用して自由気ままに蓄積

した知識のお陰、自由を与えてくれた熱研のお

陰、そのもとをたどれば、投げ込まれた手紙の

お陰..・。視点を変えれば、世の中、総て感

謝の対象になる。皆さん、有り難う！我が心の

故郷、熱研よ、有り難う！

JIRCASの皆さん、前向き思考で、独立行政

法人のメリットを活かして研究成果をありヘ

JIRCASをますます発展させて下さい。体力と

気力は自前で養うことをお忘れなく！

退職t後のタイ、カムチャツカ、ミャンマーへの調査旅行

梅村芳樹

タイへは民間企業の依頼でサツマイモや野

菜の生産指導を兼ねた調査に出かけた。ラオス

国境に近い山間部のサツマイモやジャガイモ、

野菜畑を歩いた。ト数年ぶりのタイ再訪であっ

たが、訪問先が熱心な生産者だ、ったためか、活

気がありタイ経済の不振が嘘のような印象を

nu 
戸、J2
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程前に、タる 1

さ

るではないか！

も継ぎ足し、そ

し、っ

たことのある

話になった。

私がナラテ寸ワットを

では、地主の

世話になっ

(7) 



イの各地から 4名の若い研究員が研修という

自で集まり、 1週間、最後の調査とデータ取

りまとめを手伝ってくれた。このうちの Mrs。

Ganda Nakaman田は、生後6か月の娘さんとメ

イドさんを連れて東北タイから 170!〕kmを列車

って来たもので、本当に驚かされたO毎日

前中はデータ取り、午後はパソコンによる

データ処理を主体とした。 Alycedoverのエコ

タイプには、葉の大きさや花の数に変異ーがあ

り、クラスター分析の格好の材料だった。キー

をたたいて BASICのプログラムをλれるとこ
ろから始めたが、全員興味を持ってくれた。結

はSAB札旬。の大会で発表というところまで

いき、皆さんに喜んでいただいた。報告書の作

思いで

成はたいてい夜にやったが、多くの職員が自

的に手伝ってくれたのには感激したものだ。若

い圃場員は集計、若い研究員は図表作成、女性

の事務員はワープロという具合で、女性は夜

10時まで、男性は夜12時までもやってくれた。

して、所長の奥さんには、お夜食まで作って

いただいた。夜遅くまで仕事をするのがいいわ

けはなしタイの皆さんには本当に申し訳な

かったと思っている。

あれから 10年以上の年月が経ち、最近では

ナラティワットの酪農もかなり発展したと便

りがある。なつかしい7ラティワットを再訪し

てみたいと思う今日この頃です。

大

熱研、その思い出
業

創立30年、おめでとうございます。昭和 61

年（1986)10月から約 3年間海外会計専門官

として在職し、他では味わうことができない

々な経験をさせて貰った。楽しいことも

ったが苦労もあった。初の海外出張で外国の

に直接触れたときの新鮮な驚き。興奮は

られない。

マルコス大統領の失墜や湾岸戦争勃発、米国

の株大暴落（ブラックマンデー）、天安門事件、

そしてベルリンの壁崩壊など歴史的な出来事

が発生し、園内ではパブソレ経済の最盛期、 ODA

予算の急増を追い風に熱研は強化され在外研

究活動地域も拡大しつつあった時代である。ド

ルは 150円台から 120円台に急騰した。「円高

で海外送金辞退をし」。在外研究員の川柳

である。着任後約 1ヶ月、［ベルーにおける

金亡失事件jが発生。調査のためペルーへ短期

派遣された研究員が、携行したso万円の公金
を亡失した。調査初日、 l）マの南方の砂漠地帯

で、警察を装った一味に車を止められ、 CIPから

借りた車ごと身ぐるみ強奪された。ピストルも

1～ 2発撃たれたという。一報の電話を受けた

ときの簡撃はいまも生々しい。公金はおろか旅

費、パスポートも亡くした調査団の善後策を連

日協議、回線の悪い電話での現地連絡……、結

果的には大使館の農務官から私金を借用して

調査を続行する事になった。その後、公金亡失

の責任の有無について会計検査院と約半年間

今／
M
K
J
 

つム

熱い折衝を続けた。前例がなく苦労したが、翌

年5月無事「無責」の判定を得た。その直後通

達が出され、海外への現金権行は禁止、すべて

TCによることとされた。亡失した公金の債権

管理を後年に残し恐縮だったが、強盗団が捕

まったら、 j毎タトで債権をどう回1又するか、と心
配になったことを覚えている。

タイは、熱研の在外活動の最大拠点臣、常時

7～ 8名の長期在外研究員が駐在していた。農

業局の片隅に 58ぱの一室を借り拠点としてい

たが大変手狭だった。 61年、突如視察した加

藤六月農水大臣の肝いりでタイ事務所経費が

翌年度予算化された。おかげで事務所の実現の

ため足かけ3年間苦労する羽目になった。不動

産賃貸額の相場を調べたり、ジェトロや三井不

動産などの現地事務所から情報を収集したり、

タイ農業局関係者ともたびたび折衝した。平成

元年（1989)9月にはタイにおける「共同研究

20周年記念」のセレモニーも予定されていた。

農業局の好意で、倉庫280m2 （元カセサート大

の講義室）を事務所に改造することが許可され

た。英文の工事契約書がないため官房営繕の工

事契約書のうち必要と思われる条項をパート

マンに英訳して貰い、現地の建設業者と 1条ご

と確認しあったり、タイ人の現場監督に工程管

理をさせたことなど、今思い出すと何とも懐か

しい。在外研究員の全面的なご協力を得て、無

事モダンな事務所が完成。 9月8日には落成祝
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の群れ」という言葉である。この表現は、普通

あまり褒めた意味には使われないようだが、熱

研を生み出し、揺藍期の熱研を育て、その活動

の推進力となった人々の姿を描くのは、「一匹

狼の群れjという形容が一番当たっている気が

する。その当時の先輩や仲間の方達に深甚の尊

敬と感謝の思いを龍めて、私はここでこの言葉

を使わせていただく。熱研設立後間もなく、「熱

帯農業技術組立研究jという新しい任務を担っ

た研究第二部が発足した。その部長としての赴

任が、私の熱研とのかかわりの第一歩であっ

た。ところが、その私を最初に待ち受けていた

のが、部内の一部からの思いがけない猛烈な攻

撃だった。その代表格は敬愛してやまない今は

亡き杉本勝男さんであった。彼の主張は「個別

技術もしっかりと確立されていない今、何が

『組立』ですか。私は組立研究には絶対反対で

、協力できません！」彼の大声は、まさに

「一匹狼」の晦障であった。その彼を説き伏せ

ようと、開発途上国での学際研究着手の緊急性

を訴えるのに私は必死だった。「研究第二部の

人達が集まっている部屋の前を通ると喧障問

の大声がして、何事が起こったのかと心配

だったJと後で他の部の人から開かされ、
気無さを恥じたことを思い出す。けれども、こ

うした激論を重ねる聞に、お互い自己主張をし

ながらも、共通の考えと目標に目を開かれ、そ

のために力を頒ち合おうとする機運が［一匹

狼Jの群れの中にも自然にでき上がって行った
のだと思う。

「一匹狼jというのは、本来、仲間を求めず、

自分自身の主義主張によって単独で行動する

人のことだから、「一匹狼の群れ」という表現

には少し矛盾を感じないでもない。しかし、熱

研設立の前後から揺藍時代の関係者が遺した

記録をみると、それぞれが自己主張してやまな

い「一匹狼」ではあったものの、国際研究協力

の重要性の認識と、日本の農業研究者が今後担

う役割について共通の考えをもっていたこと

がわかる。そのような共通の土台をもつこと

で、それが杵となって互いの繋がりできたので

あろう。その意味では、熱研の当時に関係した

思いで

人達は、単なる「一匹狼」の群れではなかっ

た。少数ではあったが、それぞ、れの立場で自主

的に開発途上国との国際農業研究協力の発展

に寄与することに生き甲斐を覚えた「世界に呂

を向けた啓発的な一匹狼の群れ」（aknot of the 

enlightened lone wolves）であったと言いたい0

~I；も少な〈猪突ではあったが、この一群の方達

の行動が無かったならば、熱研！:l：、あの時点で

は設立されなかったし、また揺藍時代の海外活

動も発展的な展開はできなつかたに違いない。

農水省の当事者の胸中では、定員削減の流れ

に対ーする対応策として熱研設立の案が浮上し

たと聞く。確かにそれも動機のひとつではあっ

たろう。しかし、私の在勤時代をも含め、当時

は現在とは較べられないくらい国内指向・国内

第一主義という閉ざされた空気が支配してい

た。その中でどうして熱研という海外相手、し

かも開発途上国相手の活動に情熱を燃やす

人々が生まれたのだろうか。いまもって不思議

にさえ思う。よく閉鎖的、島国的国民性を指摘

されるわれわれ日本人ではあるが、同時に「他

人を考える心」も潜在的にわれわれの血の中に

i替んでいるのではなかろうか。
当時の農林省には、技術会議に会長の小倉武

ーさん、事務局には石倉秀次さん、星出暁さ

ん、内山泰孝さん、八回貞夫さん、それに発足

は初代所長の山田登さん、第二代所長の村上

寛ーさん、芦津賢ーさん、沖縄支所長の児玉敏

夫さんが居られた。加えて一人々々のお名前は

省かせて頂くが、少数の海外農業研究の推進に

全力を傾けて下さった研究者と業務担当者が

居た。察するに、中核に居た方達の先見性と決

断がまず、在って事は始まったに相違ない。その

勇気ある決断が、志ある研究者に新たなる進路

を提供し、彼らに海外研究を展開する機会と場

をもfこらした。

海外研究の経験が殆とミ無かった時代に、とに

もかくにも海外活動を推進できたのは、啓発的

で開かれた思考の持主である「一匹狼の群れ」

が居て、その決断、自主的な連帯、そして強い

実践力があったからだと、当時の先輩、仲間の

方々への尊敬の思いを新たにしている
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シアに行った時の印象は強烈でした。当時熱研

のクアラランプールの常宿は中華街の真中に

あるホテルマラヤだったこともあり、英語も

してうまくない上に、宿周辺の屋台で話されて

いる言葉は全くわからず、英語で質問したつも

りマも、訳のわからない言葉で答えが返ってく

るのには面食らいました。今となれば、あれは

京語で労働者階級では英語が通じない場合

もあるとわかってしまえば、なんと言うことは

ないのですが、当時は訳がわからず、屋台で飯

るようになったのは、それから 2-3週間

ってからでした。また、タアラ jレンプールに

着いて聞もない頃に炎天下の中、市内を 2-3時

間散歩した途端に、全身水ぶくれになり、何か

悪い病気に擢ったのかと慌てて宿に戻り、クー

ラーの下でしばらく休んだら水ぶくれが退い

て、これは単に寒い日本で汗腺が閉じていたと

ころに急に汗をかいたため排出できずに皮下

に汗が貯まっただけと気付きホッとしたこと

を記憶しています。 1987年の 4月に熱研に移

り、 7月から MADRJIに派遣された訳ですが、

当時の研究第一部長は高橋遠児さんがやって

おられ、派遣される前にマレイシアでの仕事

は、無事問題なく帰って来れば合格点をくれる

と言うことでした。と言いますのも、当時、ク

アラルンプールには熱研駐在員は一人だけで、

他研究部門も含めて連絡調整、案内をすると

った旅行代理店並の仕事が多く、旅行代理店

思いで

の仕事の合間に本来の仕事をすると言った状

況でした。旅行代理店としては先ず最初に覚え

なければならなかったのはタアラルンプール

周辺の地理、安くておいしい飲食店、観光コー

スでした。お陰で当時は、いつ旅行代理店に転

職しでも良い位にタアラルンプールの昼夜に

精通したつもりになっていました。また、単身

赴任であったこともあり、先ず仕事よりも快適

に生活できる環境整備が重要と言う認識もあ

り、勤務時間後、休日は殆どテニス三味で肌も

マレ一人以上に焼け、日本人と思ってもらえな

いこともしばしばでした。タイトルはそんな時

に冷かしの気持ちを込めて、「私は日本人だよj

と現地の人に言った言葉です。仕事の方もお陰

で順調に進み、その後、 .HCA未利用資源飼料

化計画プロジェタトに引き継がれ、昨年3月ま

で2年間、再度マレイシアにご奉公する羽自に

なってしまいました。同じ場所で同様な内容で

別の組織から派遣された経験から、 HCAと当

時の熱研を比較すると、 UC.Aは組織が大き過

ぎ、何事も新宿の本部にお伺いを立て、末端で

の裁量権が少なすぎる気がしました。それに対

し、当時の熱研は殆ど現場に任されており、

いも悪いも本人次第と言う感覚で、管理者、総

関係も顔が見える対応をしてくれたような

します。あ後の HRCASも現場研究者の立

場に立った木目の細かい対応、ができる体制を

期待します。

研究課題と手紙
梶原敏宏

在籍： 1977年4月～1981年 10月研究第 I部長

1986年 10月～ 1988年同月所長

現在：日本植物防疫協会会長

退官してからもう 10年以、上経過するので、

多くの事が脳裡から消えつつあるが、研究第一

部長だ、った 4年半は想い出の多い時代だ、った0

20周年記念の際「岡部元所長が「国際化：三

つの方向Jと題して特別講演をされ（熱研集報
No68 : 7～仏 1990）、その中で所長室での山

田行雄企連室長と私の深夜におよぶ議論が紹

介されている。阿部さんはその後も何かにつけ

その話をされるので強く印象に残っていると

思われるが、私にとっても忘れがたい想い出の

一つである。

その議論は熱研の研究課題に関してであっ

た。岡部さんによれば、私は「派遣されるのは

研究者だから、研究者が、一番やりたい個別課

題を選ばせるjという意見、山田室長は「熱研

は全体を総合した一つの方針を持つべきであ

り、研究者はそれに従う」という意見であった

と紹介している。

確かに論点を要約すればその通りで、LU田室

長の意見が正論で、私の意見は横車を押してい

るようなもので、最近の研究課題の設定や評価

の傾向からすれば、私などさしづめ研究管理者
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で、の共同研究に関わると言ってよい。

タイ畜産局との家畜・牧草飼料作に関わる共

同研究は 92年 12月までタイ南部のナラテイ

ワットで数年間行われていたが、治安に問題あ

りとして東北部のコンケンに拠点を移すこと

に決まっていて、ほほ1年間の中断の後に再開

された。タイ側はゴム圏などのプランテーショ

ンと結びつけーた牧草栽培⑩牛肉生産になお執着

しており、家畜栄養研究センターやコンケン大

学などである程度の研究実績のある東北部で

は、「牧草栽培面であなたに期待することはな

い、むしろ育種を含む牧草採種の研究をやって

< ;jけとみからさまに言われたものだ。その任
マはなし、からと断ったが、それ以来の畜産局の

JICAプロγェクトの発足となっ

業局とは違って畜産局の研究員の陣容は

なく、古カウンターパートの位置づけも希薄

守、今は次長になっている中堅クラスで多忙な

研究員が私にあてがわれた。その彼が私の試験

現場に付き合ったのは、在任した 3年半の間に

思いで

わずかに数回であった。最初の大仕事であった

事務所開設、物資調達、会計事務、試験現場で

のワーカーとの折衝など、あらゆる場面で雇っ

た運転手こそが無二のカウンターパートで

あった。彼とコンピを組むうえでも現地語は必

須で、 1年間で断念はしたが、小学 1年用教科

書での女房と一緒の”お蹴強”はタイでの思い

出の最たるものである。おかげで、何年 10月

から発足した「東北タイプロ」での現地試験で

は、ワーカーたちと冗談も言い合えるように

なった。風邪をこじらせた中耳炎で、日本語が

通じるバンコクの病院にl年以上通ったのは苦

い思い出である。タイ事務所の秘書に電話をす

るとき、ハローに続けて「こちらはコンイサー

ン（東北人）」と言って笑わせたものだった。

バンコクから見ると東北人は貧しい田舎っペ

で蔑みの対象である。長期派遣では初めての東

北人はいつの頃からかルンケン（ケンおじさ

ん）と呼ばれるようになった。仕事のことより

も、そんなことばかりが走馬燈のように駆けめ

ぐる。

ータエリヤむ

勝部利弘

在籍： 1973年5月～ 1975年

1973年 5月、大曲市（東北農試）から、ス

リランカ共和国（当時）の高地、ヌワラエリヤ

市に引越し、近郊のシータエリヤ農研に勤務す

ることになった。リトルイングランドと異称さ

れる霧の街ヌワラエリヤには二年余り暮らし

た。標高2ラOOOm近い高地は、年間セーターを

着用するほど冷涼で、寒冷期には作物の霜害が

酷く、現地の研究者たちは下界への転勤を切望

する者が多かった。さて、勤務地のシータエリ

ヤ農研の名称に就いて、これはヒンズーの二大

叙事詩の一つ、ラーマーヤナに由来する。ヌワ

ラエリヤ市に隣接するシーターエリヤ村は、こ

の物語のヒロイン、シータ姫がダンダカーの森

（マイソー jレ王国）から、ランカ国の大魔王、

ラーワナに誘拐され、幽閉された、ランカ（ア

ソカ）の森の城砦の杜に擬せられ、農研の近く

に、小さなヒンズーの澗（コピル）があった。

ヒンズーのもう一つの叙事詩マハーパーラタ

は、ラーマーヤナよりも大分長い物語で、古代

インドの多くの神話。説話。哲学＠法典。政

治＠経済が語られている様だが、ラーマーヤナ

はラーマというインド古代の英雄（ピシュヌ神

の化身といわれる王子）の物語である。共に本

邦の記。紀に相当するものと言えようが、その

成り立ちは蓬かに古く、 BC十世紀以上に遡る

とされている。ラーマーヤナのヤナはを克のこと

で、賢明で武勇に優れ慈悲深いラーマは、古代

インドの理想の男性像、として描かれている。

また、ジャナカ王の王女として育ったシータ

は、父王が耕す畑で翠の先から生まれたと言わ

れ、農耕民族の原点を訪併させる。名前は地味

でも、絶世の美女に成長してラーマ王子の妃と

なり、大魔王ラーワナに捕らえられて、ランカ

の森に閉じ込められでも、貞節を守り抜き、大

魔王を倒したラーマに助け出されて、無事帰国

する。美しくて貞操は堅く、謙虚で心根の優し

いシータは、古代インドの理想の女性像として

登場する。ラーマーヤナは遠い昔から、吟遊詩

人によって広められ、文字に書かれる様になっ

て、全六巻、四万八千行の長い持事詩である。
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: 1970年6月～ 1977年3月
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企画調査室

さオ1..；」、

ったが．海外と

していなかった当時として

内フ《」
内ノ
4

と持を同じくして、農事試より企

画調査室に赴任した。当時熱研l士、上

くにある、農総研の図書室の一面に夜住まい

していた。一匹狼的な研究員は多士済語。出入



思いで

は致し方なかったことだったかも知れない。

筑波移転の際には、熱研は先陣を承った。今

でこそ筑波は立派に整備されているが、当時

は、風が吹けば換は舞い上がり、荷ならば道は

ぬか切って長靴でなければ歩かれぬ状態であっ

熱研の白い建物がぽつんと原野の中にあっ

た。交通手段もなく、荒JiIi中駅までの朝夕の特

別小型パスで通勤する人が多かった。私はし

らく独身宿舎から 4キロ程自転車で、通ったが、

朝、通ひった道路が昼間の工事で掘り返され、

方暗くなっての帰りに大きな穴に落ち込んだ

ことがある。怪我は免れたが、買い物の卵はめ

ちゃめちゃであった。

私は企画調整室の一員として、研究員の派

遣。国際シンポジュウムの開催。関係各国の研

究管理者の招特などに関する調整。緒手続きを

主たる仕事としていた。

初代所長は山田登氏であった。余人をもって

誰よりも早く出勤し

を延長された。高：呂

あり、勉強家であった。

機関での経験も長イ、英語の達人であった。提

出した外国向けの手紙など数々手直しされた。

がったものは、英語公文の手本として、

その後何回参照したことか。研究員の英語の研

修にも熱心で、海外報告を英語で、という時が

あったが、報告者は所長の前で汗を流した。英

語の上、手な外人の文章の中で、論文発表によい

と思われる、相当長いセンテンスを暗記して

られたのに驚いたことがあった。

マレーシアは、稲作分野で研究協力に力

入っていた国の一つである。共同研究によって

日本の若手研究者が熱帯稲作を体験し、現地側

は日本の技術を吸収した。育種は特に長期にわ

現地を訪れる機会があっ

た。丁度稲新品種が公表された後であった。そ

れは、日本からの研究員のカウンターパートそ

長期間つとめた、ハジム氏によっτ育成された
ものである。彼は、育種は日本の研究者に学ん

だと高く評価している。残念をことに、稲作機

械化の共同研究の成果は、全く残っていなかっ

た。いろいろ論はあろうが、稲作状況が全く変

わっていた。

思い出はっきない。庶務・会計などの事務関

係をはじめ、パートで、協力願った方々や、多く

の先輩友人に会えて学んだ機会を、貴重なもの

として感謝している。創立三ト周年の祝意を表

ぺ、 時のほんの一部を記した。

熱研／／ Jlfi:CASでの 10年間

川嶋浩二

私が食品総合研究所から熱研に異動したの

は昭和 61年 12月で47歳だ、った。当時、熱研

は今と異なり研究機関としては二級市民のよ

うな評価があり、車敬する諸先輩からは需品研に

移るのは思い止まるようにとアドバイスを頂

いた。これは最近の JIRCASからは想像出来な

いかもしれない。何故熱研を希望したか。私は

24歳で公務員となったので定年までの36年間

の内すでに 2/3に近い 23年間が過ぎていた。

翻って見るとそれまで私のやってきたことは

国としてカバーしておくべき仕事ではあった

のままで良いのか自信が無かった。そんな

わけで残された U3の研究生活はもっと実際に

人の役に立つ仕事をしたかった。

熱研では研修期間の後、タイに派遣されトウ

モロコシのカピ毒汚染問題に3年余り取り組む

ことになった。このカピ毒は主として

A勾主早出掛且綜iJ主sが生産するアブラトキシンで

地上最強の発癌性物質である。アフラトキシン

汚染を理由に日本は最盛時100万トン近くあっ

たトウモロコシの輸入を禁止したためタイと

の間で札棟を生じ外交ルートを通じてタイは

わが医iに研究協力を求めてきた。私が赴任する

以前は、バンコクに川杉正ーさんが長期滞在し

日本から短期出張してくるカピ毒専門家の世

話をしていた。専門家はタイ各地の土壌から有

害カピの分離検出を行ってこのカピの地域的、

季節的な検出頻度や分布の調査を続けていた。

しかし分布調査を繰り返してもタイトウモロ

コシがいつ、どこで、なぜ有害カピに汚染され

るのかそのメカニズ、ムを解明するのはなかな

か難しかった。そこで着任するとタイ農業局の

共同研究者と相談して農家、集荷業者、貯蔵倉

庫、仲買い人、輸出業者、飼料ブローカーを尋

ね、彼らの聞を流通していく同一トウモロコシ

について追跡し、有害カピの汚染が発生する段
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の時に最も必要な方向に舵取りすることが出

来るがHCAは此の点が不得意だ。研究費につ

いても総額では JICAにはるかに及ばないが自

由になる部分が大きいので研究者は必要な

材、を早期に入手すことが出来た。また熱研では

JICAほどチームワークのために余言「な神帝王を

すり減らすこともなかった。

帰国後はプロジェクトに合わせて研究者を

探しだし海外に派遣する業務に合計6年余り関

与した。要するに「人買い業Jということ。プ
ロジェクトの成否は担当する研究者に負うと

ころが主に大きいから高いレベルの研究者を

る必要がある。多様な研究分野に渡って

iJJな人材を探し出すのは容易な事では

結果的には「案ずるより産むが易

し」で結構何とかなるものだった。人探しの秘

間をかけて諦めず気長に構えること。あ

ゐいはあるべきことを予測して早くから手を

けること。研究者にも研究機関にも事情が

あって熱研／ JIRCASに異動し、さらに海外で

研究をとなると簡単には行かないのだ。それで、

もしかるべき機関のしかるべき筋を通して早

くから要望を出しておくと初めはとても難し

思いで

かった人事が突然実現したりした。時に私の方

が筋を通さずイレギュラーなアプローチをし

て後で摂じみまれたこともある。逆に無理矢理

人を押し込まれた場合もあった。熱研／

HRCASで海外研究に関わったかなりの研究者

は、国内では実現出来ないスケールの大きな仕

事に従事出来たのではないだろうか。途上国で

の経験が研究者のその後の活躍に有形m無形に

活かされていると思う。つまり途上国での活動

が日本圏内の研究レベル向上に寄与している

と考える。結局熱研／ JIRCASには約 10年間

お世話になり定年2年前に退職した。

最後にエージェンシー化後のJIRCASに望み

たいこと：①公務員以外にも民間人を含めた

幅広い人材の活用。外匡L九を 10%以上に。②

先進的開発途上国は思い切って共同研究相手

から外す。③逆にミャンマ一、インドなど馴染

みの薄かったアジア諸国との連携強化。④関

口は狭くても長期間（5 10年）継続させる

研究。継続は力なり。⑤若い研究者を順ぐりに

国際機関に派遣して訓練。⑥HRCASはまとめ

途上国研究者だけで行うプロジェクト。⑦

成果の普及まで視野に入れた共同研究。

TARC/JIRCA-'Sで過ごした私の青春時代

北村義信

現在：鳥取大学乾燥地研究センター

国際農林水産業研究センター（JIRCAS）が、

本年をもって創立30周年を迎えられることを、

OBのl人として心よりお慶び申し上げます。

TARC/JIRCASには、 3度にわたり延べ 13年

3カ月も在籍させて戴きましたが、得るところ

の多い充実した期間でした。最初にお世話に

なったのは TARCが創設されて関もない頃で、

当時私はまだ 20代でした。経験豊富なベテラ

ン研究者が多い中で、私が最年少であったと思

います。従いまして、 TARCというと私の人生

の中で、（オーバーかも知れませんが）青春時

代を過ごしたところといった感があります。毎

日 15分程のお茶の時間に、家庭的な雰囲気の

中で、諸先輩からうかがった貴重なお話の数々

は、その後の私の人生において、大いに参考と

なりました。

また、 2度にわたる長期在タ同庁究員としての

仕事では、大変刺激に富んだ貴重な経験を積ま

せて戴きました。これらは、私にとって何物に

も替え実在しミ財産となっています。スリランカで

は、 2年9カ月間「ドライプーンにおける農業

用水量に関する研究Jを、マレーシアのムダ地
区では4年間「水稲二期作のための広域水管理

に関する研究」を行いました。両国で行った仕

事は、「Managementof frr詰ationsy侃 msfor rice 

double cropping culture in the tropical monsoon 

area」として取りまとめ、京都大学より学位を

得ることができました。

海外勤務では仕事を通してだけ’でなく、趣味

を通した交流によっても多くの友人ができ、沢

山のなつかしい思い出をイ乍ることカ宝できまし

た。スリランカでは、講道館から柔道の普及の

ために派遣されていた専門家を補佐し、向田の

柔道の発展に少しは貢献できたと思います。日

本国大使主催の全スリランカ柔道大会の主審

を務めたりもしました。シンハリ人もタミール

勺
ムdU
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も、会社員も学生も、一緒に

していた当時が懐かし

を経て、被らの消息が

之、p

'"'' ,_ 

のようなも

くつもり

、是非お

つきあいをふ

されますことを

TA'.lC/JZRC.1¥S iゴ：：弘にとっ

のであり、ときどきは里帰りさ

。また、鳥取方面へお越し

ち寄打くだ怠い。今後も

しますとともに、益々

心よりお祈りいたします。

。
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も、軍人も

に励んでlハしミ

く患い出されます。

気になるところです。

マレーシアでは4 余暇をアロス夕、のジョギ

ングクラブの仲誌と楽Lみました。同

にした lOkn，レース、ハーブ e フルマ

ラソンなどランニング大会が大変盛んで、

とよこントリーしたものです。南国ですの

いうちにスタートし、日が昇る頃にコールイン

しますが、なかなか費やかで気持ちのいいもの

でした。これらの大会で、得たトロブイ＼

i~c 1v＇・つまでも私の宝物です。いつの日かまたマ
］／ーシアを訪れ、当時の仲間と一緒にランニン

グを楽しみたいと思っています。

はJIRC'.ASを去てコてはや 5年目

もJJRCASIこ

1996 

「中央アジ

2部、: 1981年4月～ 1990年3月

間は 9年間で、決して短い年月で

この間様〆マ ij:事態に遭遇しまし

6月～ 57有三3月まで、マレイ

アロス夕、に滞在しました。当

、〆、問、山崎のベテラン 3

に赴任した田中、外山南J去の 6名でし

たo!tuに同時にクアラ ）］1ンプー／レに着任L
りました。田中氏と私は借家に

いの中国系マレ一人C；：メイ Fを一

りまじた。、外国暮らしは私にとって

ことで毎て日が物珍しいことばかり

ょうでしたが、回中氏をはじめ皆禄にとっては

さぞ、ご苦労なことであったに違いありません。

i年足らずの滞在後ただちに HCA

ンター（つ〈ば市）に転勤を命ぜら

l土、海外からの派遣研修員を受け入れる立場

になりました。唯一の出向者ということで厳し

さを覚悟しての赴任でしたが、案に反して周囲

のメンパ、一



息いで

小さな親』切大きなお世話

桐生勝之

在籍： 1991年4月～ 1996年3月総務部

らHRCASへ組織が再編されたその

日を

JIRCASでは初代の海外業務管理課長として、

通算3年間に豆り一貫して在外共同研究活動の

口業務を担当する部署に勤務させてい

？； 

そグ｝間、海外会計の年度末事務処理や在外物

き事務等の用務で、在外共同研

る機会にも恵まれ、数人の研究

ましたが、いずれの固に於いても諸環

の違い等から日本の常識の適用は図

研究者の姿

ることを知り、そん

闘しj舌躍している

と）と共に、何とか意向

に添った支援をと関係者で知恵を出し合いな

がら、それなりに園内関係法や諸制度等の規制

と在外研究員の要望との接点を近づける工夫

をしてきました。

そんな或る年の初秋の頃、収穫感謝祭の話を

していた折に、ところで在外研究員は参加でき

ないなと言う話に派生し、それならば海外で年

を越す長期在外研究員にも、収穫感謝祭参加は

出来ないまでも、収穫米でイ乍った餅でも送って

正月気分でも味わってもらうことにしようで

はないか、と言うことに話が落ち着きました。

そして、私たちの部署が実行部隊の中心となっ

のご尽力の下に、職場で収穫した

モチ米でついた餅をl人分ずつ書籍の大きさに

カットして、食総研のご指導ご協力の下に真空

パック詰めにして、書籍用の包装で全員に送っ

たことがありました。

送る側としては、気の利いた良いアイデアで

あると胸を張らんばかりの自信でもって到着

の報を待っていたところ、受け取った在外研究

員からの反応、は予想、に反するものが多く、顕著

な例としては、書籍扱いとして1まったことに対
して、偽りの通関品として通関当局から慈られ

てしまったとか、到着までに長期間を費やし、

カピの固まり状態となった餅を高い保管料を

払わされた挙げ句に受け取らされた、などの話

が次々と飛び込んで来てしまいました。

さな親切大きなお世話とか下手な考え休

むに似たりとかの諺？の見本のような、大迷惑

の押し売り状態となってしまった結末に、大き

な手ノヨツクを受けたと共に、大いなる教訓材料

として、未だに d思い出す度に冷や汗7＇）｛出てしま

う程強く焼き付いて離れません。

何事も互いに相手の立場に立って考える

力が必要ですね。

蒸し暑さとそして人々
桑原雅彦

ヲa

'---

在籍：1991年4月～ 1995年3月 生産利用部

は1991年8月から 1994年9月までアブラ

ナ科野菜の大害虫コナガの薬剤抵抗性をテー

マに、タイ国農業局昆虫動物部に滞在しまし

タイ国との関わりは食総研貯蔵害虫研究室

に在籍中の 1989年 8月に、貯蔵害虫を見て

く短期派遣の機会を与えられたのが最初でし

た。一般常識として、熱帯圏におけーる貯蔵害虫

の被害の大きさを予想して出かけたのでした

が、荷動きの激しい港湾や大規模な精米所の閉

鎖的な貯蔵庫では害虫の発生が多いのに対し、

疎放的で開放的な貯蔵方法を行っていた小規

模な精米所や農家の貯蔵庫では、意外にも害虫

の被害はほとんど認められない程度であった

のは大きな驚きでした。そこにはクモやアリ、

各種の寄生蜂類が豊富で、これらが害虫の発生

を抑圧している一因ではと思われ、熱帯圏に

けーる生物相の豊かさとその多様性に強い印象

をうけました。

野菜は単位面積当たりの収益性が極めて高

く、米や一般作物では考えられないほどの化学

肥料や農薬が大量に使用されています。とくに

大消費地バンコクとその周辺には耐暑性の強

264一
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J～1－三
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宅したところ、

日間の白
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d地

下
uq

てプ、

！／ーシアヘ、の派遣予定は山月ということで

あった。それが7月に早まってしまい、マロムー

は3ヶ月でまた転校となった。私もパートマ

／さんの英会話レッス Yが 30時間の助走だけ

戸、Jfo 
ペノ
d

アのMARDiポンポリ

のは 1080年7月～ 1982年ブ

ら43才の時であった。つ

したのが4月で、その時はマ



となり、現地へ行ってから苦労した。ペナン国

際空港に着いたときはもう暗かーったが、空港の

周りにあるヤシの木のシルエットを見て、異国

の生活の始まりを実感した。着いた日から前任

者の斉藤さんの借家に入れてもらい、 2週間家

族5人がお世話になった。

私は日本でツマグロヨコバイという虫が媒

介するイネのウイルス病に対する萎縮病耐病

性の研究をやっていたので、マレーシアではタ

イワンツマグロヨコバイが媒介するイネのツ

ングロ（ウイルス）病耐病性を中心にイネの広

域適応性の研究も行うという計画を出した。し

かし、 MARDIの方ではイネのトピイロウンカ

に対する耐虫性を中心とし、イネの天水田適応、

性、の研究も要望された。天水田適応性の方は断

ることが出来たが、 トピイロウンカは断れず＼

ツングロ病と両方を行う覚悟をした。ところ

が、その甚後にマレーシアにおけるツングロ病

の大発生が伝わってきて、私にぜひツングロ病

耐病性をやてくれと頼んできた。これは全く

ラッキーであった。

派遣期間の予定は2年であったので、年2作

期のマレーシアでの4作期の研究計画を日本に

いる時から考えてあった。しかし、日本を出発

する前にマレーシアへの送付を頼んできた、ヨ

コバイ飼育器や穀粒粒数測定器が手元に届か

ず、最初の帰国までの 5ヶ月間は気持が大変

焦っていた。しかし、その後の研究は順調に進

めることが出来た。

MARmでは、日本から派遣された歴代の研

究者の信頼が高し助手 1人と雇用労働者4人

の配置を含め、仕事の条件は大変恵まれてい

た。ツングロ病耐病性の研究が順調に進みだし

た頃、農業省の偉い人がボンボリマに立ち寄ら

れ、「ツングロ病の大発生が穀倉地帯であるム

ダ濯j陵地域のそばまできており、マレーシアの

コメは危機に直面している。あなたの研究に大

いに期待している」と握手をしながら言われた

ときは、背中に電流が走ったように感じ、これ

は頑張らなければと思った。

マレーシアでは思ったよりも研究が進み、耐

病性関係では、耐虫性および耐病性の検定法の

改良、耐虫歯耐病性の遺伝様式の解明、虫の新

バイオタイプの選出、耐病性中間母本系統の育

成等を行うことが出来た。適応性関係では、

思いで

シーズンにより品種の多収性の制限要因が異

なり、メインでは籾容量の大きい品種、オフで

は登熟能力の高い品種が多~又になることを明

らかにすることが出来た。これらは MARDIへ

の報告書に書いたが、耐病虫性の遺伝様式およ

び新バイオタイプの選出についてはJARQに投

稿した。また、 1981年にマレーシアのクアラ

ルンプールで開かれた国際学会SABRADには

金田さんの命令により日本での研究を発表し

日本からの来客の案内は大変であった。派遣

25ヶ月のうち、 33回の来客案内を行った。ホ

テル等の予約、ペナン空港への迎え、 MARDI

ボンボリマへの案内（またはアロースターま

で）、観光地ベナンの案内、空港への送り等で

あった。アロースターには熱研の人が4～5人

おられ、交代で案内されているのがうらやまし

かった。

私の派遣期間中にマレーシアに長期派遣さ

れた熱研のメンパーはクアラルンプール

MARDI本部の小坂⑩今泉、ケダナi'Iムダ農業開
発公団の人島・執行＠野崎・山崎・外出。木

俣ー田中、ボルネオ島サパナ1,1の和由。藤村氏で

あり、いろいろお世話になった。私の後任には

滝田氏が翌年の3月に派遣された。

失敗や因ったことも沢山あった。ピザの期

限・更新を忘れたり、停電の修理にきた役人と

けんかしたり、家の鍵を忘れて入れなくなった

り、予定の客が来ず連絡も取れなくなったり、

強盗に入られたり、あるいは、フィリピンでは

危ないところへ連れて行かれそうになったり

した。

楽しいことも沢山あった。マレーシアは 3民

族からなる国家で、マレ一系、中国系、インド

系で宗教や生活習慣が異なっており、祭り等を

見るのが大変面白かった。また、樹木、魚、つ

り、昆虫等熱帯の珍しいものが多く、見てある

くのが大変楽しかった。

私は、その後 1994年4月～ 1996年2月の

問、国際研究情報官として国際農研に再び勤務

し、主として国際農研・ベトナム聞のプロジェ

クト研究の企画。管理を担当し、 3回ベトナム

を訪問した。ベトナムでもいろいろ思い出があ

るが、今回はマレーシアの思い出だけにとどめ

た。

ro 
ro 
ウム



こオL思い出

小林仁

5月～ 1990年3月

1992年8月～ 1993年γ月

：日植調

: 1988 

サノ吋

いろいろお世

10 

所にも

ある。

／てートマンさん

は毎日数回顔を

の

設にまつわる

とくに力を

に東奔西走さ

あったが実に

しユただいた。

忙な

してなんと
～ Z 九、
めった I てj

らないの

ム

り、議論したりするのに

になり、このレビューをj毘じてすつ

り熱研マン精神がたたきこまれた。研究レ

ピューの準慌と並行して、仲谷研究企画科長を



話になった個性派のパートマンさんにまつわ

る思い出は山ほどある。ご存じのように服装や

から週末の過ごし方に至るまで女史の

ライフスタイルは1歪めて、ユニータかつ／てター
ン化している。日本食やプレベイドカードの類、

が大嫌いなのもよく知られており、容赦のない

人物評価や日本文化批判も相当辛競なもので

あった。とき折、私にも鉾先が向けられて「と

にかイ白黒をはっきりと！言い訳は／ー！！仕

いなんて言葉も 2度と聞きたくない…」

と言った具合で強力なパンチを再三喰わされ

た。こららとしては英語でわめき散らされてば

;'r，りなのも矯なので、たまにはやり返さなけれ

！と採り切りすぎてタイミングを失してしま

い、保ポロポロの女史を前に進退窮まったこと

まあった。私が察するに、女史の日本と日

は相当なものであるが、心とは裏腹に

ど罵晋雑言を浴びせる人もまれである。

英語文案や国際集会のプロシーデイン

りあるいは英文校正など、どの仕事に対し

ても完監を期す姿勢にはいつも敬脹していた

し正直いって大いに助けられたのは事実であ

るのパートマンさんはあれほど記憶力がいいの

に日本語会話はからきしダメで＼「かもしれな

い、わたくレー」などと言い始めてもすぐに

語になってまくしたてるのであった。忘年会に

みんなでアンコウ鍋を食べにいくことになり

を誘ったことがある。「あんなまずいもの

なんて…」と拒絶の即答が返ってきた。実は、

アンパンのあんこと取り違えていたのである

で伝統食材の悪口がタラタラと続い

熱研ソン

榔子の樹をモデイブアイした熱研マークは

もH殺に焼き付いている。それとともにこれ

を合F唱しなければパーテイがお開きにならな

かった熱研ソング「榔子の実」も忘れ難い。セ

ンチメンタルな歌詞と懐かしいメロデイの響

きが海外で、奮闘する熱研マンの姿と重なり、み

んなで肩を組み合って蛮声をはりあげたこと

がいまも鮮明によみがえってくる O「郁子の実J
の唱歌とともに思い出すのは「昂（すばる）」

る。この歌も海外赴任者の心情に一脈通じ

るところカ宝あって、かなり封fしい曲ではあるカ宮

のめば必ず誰かが熱唱した。どちらの歌にも私

は熱研の庁舎内でしか援するチャンスはな

かったが、故国を遠く離れた異国で開いたり

思いで

歌ったりしたらもっともっと深い感動を覚え

たに相違ない熱研ソングで、あった。

JICAプロジェクトの支援

昭和 30年代には 10件に満たなかった JICA

の農業研究プロジェクト数はその後のODA予

算の拡大に伴って急増し、私が熱研に赴任した

頃には 60課題を越えるようになっていた。

ロジェクトの専門家だけでなく個別派遣の研

究者数も激増していた。プロジェクトの課題化

や専門家の人選などの支援活動は、当初、熱研

はじめ場所の研究部長に属人的にお願いして

いた経緯がある。しかしもこのような支援体制

はもはやパンク状態に陥っており、場所の窓口

であった熱研企連室長のところには内外から

いろいろな依頼やクレームが来ていた。専門家

派遣については絶対数の急増に加えて、年々

刻になる場所の定員削減のあおりもまともに

受けて、先方が希望するような若手研究員の派

遣などはもはや絶望的になっていた。専門家の

派遣については法律も整備されており、案件は

個別に技会と協議するこになっていた

の低い調整作業に費やす時間とエネルギーは

本目当なものになっていた。 JICAの耳議員でもな

いのt＝・・・と再三嘆きながら、構造的な問題解決

の突破口を求めτむなしい努力を重ねたこと
も今は懐かしい。この問題はその後各場所も巻

き込んで組織的に対応することになった。国内

支援委員会のフレームはできたがその運営は

必ずしも軌道に乗るところまではいかなかつ

JICAの専門家派遣の下準備をーっとってみ

ても、国際貢献にかかわる内外の激変ぶりと難

しさを肌で感じさせられた思い出である。

新研究所誕生にむけて

北海道農試で大幅な定員削減や移転を伴う

気の重い新体勢作りの業務に明け暮れしてい

たある目、今度は逆転して定員がかなり増え

うな熱研へ転勤することとになった。気ままな

サッチョン生活にもそれなりの未練はあった

が、古巣へ戻る気安さとともに数年ぶりに味わ

う自宅通勤の安堵感も加わってとても有り難

いように感じられた。しかし、札幌で過ごした

2年半の間に起きた冷戦の柊罵や東西障壁の解

消は熱研にも重大な影響を与えていた。赴任し

たときにはすでに水産部門も加えた新研究所

への移行がほぼ固まっており数年前の熱研の

空気とは一変していた。心理的には明るかった

。。
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思いで

ボンボンリマ、 エリー可 ナ ）！／、

斎藤滋

在籍； 1978年8月～ 1980年7月研究第 l部

78年 11月最後の日曜の夕方、クアラルン

プールに着いた私をMARrnの小坂さんが迎え

てくれた。その夜彼からもらってホテルで初め

て食べたスターフルーツの甘酸っぱい味を今

も忘れない。それから数日、多忙な中を MARDI

や大使館、市内の案内所で私がマレーシアの空

気に馴染むまで面倒を見てくれた。

12月 1日夕方にベナン空港に着くと今度は

アロースターの山下さんが待っていた。翌朝

ブエリーで対岸に渡り、私の派遣先ボンボンリ

マのMARDIに連れていってくれたのその後3

日にわたり領事館、銀行、イミグ！／、ション、

車の名義変更を行う所、物品の購入先等を回り

ながらベナンの道路を教えてく

3日目の午後は私に車が渡され路上訓練を受

けた。次の過に熱研の客を迎える予定の私も真

剣だ、ったが、西も東も分からぬ私が何とか街を

走れるまで特訓してくれた山下さんの苦労も

大変だったと思う。両氏には本当にお世話に

なった。

着任後暫くパタワースのホテルに滞在した

が上の階がディスコで睡眠不足になり、年明け

早々にブキメタジャムのレストハウスに移っ

た。そこは静かだったが設備が古く、断水した

シャワーが何日経つでも出ないので困り果て

た。結局 2カ月で元のホテルに戻り、その後家

族を迎えるためベナンに家を借りた。

ベナンからフェリーをイ吏い車でボ、ンボンリ

マに通うのに片道 1時間余りかかった。ところ

がケダーナトlが休日となる金曜日の夕方は毎週
ブエリーに長い行列ができ、暑い中で 1～2時

間待たされた。始めのうちはジッと我慢して

待ったが、途中でベナンから相乗りでMARDI

に通うグルぃプに加えてもらい、当番の日以外

は楽になった。 80年代に橋が出来てすっかり

様子が変わったそうだが、毎日朝晩ブエリーの

上でぼんやり過ごした時間も今思えば非常に

懐かしい。

MARDIでは多くの人と付き合ったが、直接

仕事を手伝ってくれたハシム氏とベナンに住

むアドナン氏には特に助けられた。育種家の

チェン氏とはよく行き来し、現地試験にも度々

誘ってもらい大変楽しかった。 80年夏に帰国

し、その後従事した超多収育種ではMARDIで

のインデイカの経験が役立った。

ペナンには来客が多く、お決まりの所を案内

するのが普通だったが、時間があれば標高 800

米のペナンヒルに登った。ケープルカーから食

虫植物ウツボカズラの自生が見られ、頂上は眺

めがよい上に涼しくて生き返る患いがした。庭

園に咲く珍しいヒスイカズラやパラ・百日草等

温帯の花を見に家族でもよく行った。

ボンボンリマ派遣は2年足らずだったが周囲

の人達のおかげで楽しく過ごせたため、ベナン

の体験全てが懐かしい。いつの日か必ず家内と

共に訪ねてみたい。

研究情報部草分け期の記憶
笹野伸治

在籍： 1985年4月～ 1989年 11月 研究技術情報官、主任研究官

元岐阜大学農学部

昭和 60年当時、私が農業土木試験場から配

置替えになった頃には、熱帯農業研究センター

は蚕糸試験場本館の 5・6階に仮住まいをして

いた。設立から既に 15年が経っていたにもか

かわらず、当時の熱研センターは設立後間もな

い組織によく見られるような朗らかな熱気に

満ちていた。当時の私にはこの職場のそのよう

270 

な若々しい緊張感が快く感じられたことを、

も鮮明に記憶している。

熱研センターに研究情報部が設置されたの

は、その昭和 60年度であった。その頃には、

初代部長をカシラにして専門分野毎に何れ劣

らずラ個性豊かな’情報官達が机を並べてい

た。かくいう私もその中の 1人であった。相当
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を製作、販売しているほか、多彩な活動を展開

している。

農村向けTV番組も制作しており、わたしが

訪問したときは、ちょうど農業書の新刊紹介番

組を収録中。

製作スタップの話では、雑誌や図書は単体で

は、流通・普及に限りがあるので、電波の力を

かりて、より広範な普及・広報を図る。河を挟

んだ人をつなぐのはJ罷＼人と情報をつなぐのは

思いで

図書（第 1橋）、 TVを通じて、新刊紹介（第2

橋）。このような情報アクセス活動をかれらは、

橋を架ける「橋の橋」活動と称している。

職場のスローガン「心系老区、情深意長J（農
村の想いを、わが胸に重ねて、こころを込め

て、息永く仕事に励みましょう）。文字の国ら

しく、言いえて妙、拳拳服麿すべき銘句とし

て、手帳に書き付けた次第である。

熱帯農研そして国際農研への胎動
清水三男

私が熱帯農業研究センターを知ったのは、昭

和43年7月東京都西ケ原にあった農業技術研

究所へ北海道函館営林局管内、ニセコの麓の倶

知安営林署から転入し、筑波移転の話題が西ケ

原界隈で盛んになった頃である。現農業総合研

究所の図書室の一部を間借りして、 10人是ら

ずで沖縄県は石垣方面の農業部門を担ってい

る程度の知識でありました。

そして、熱研トップは英語が堪能で、ペラベラ

だよとか、メモを執るのも横文字だよとか、私

どもの同職である事務部門の方々が得意げに

喋っていたのが妙に思い出されます。

北海道立八雲高校時代（昭和 27年代）野球

部員として正選手ポストを確保するため、猛練

習の夏、英語が赤点のためキャプテンの佐藤と

函館地区大会への出場を止められたことが頭

にあり熱研だけは勤められないと思っていま

した。

ところが、昭和 55年に、海外会計専門官の

組織要求が行われ、技術会議整備課に在籍して

いたものですから、初代専門官はあの人が適任

だとか、いやそうではないとか書柄？？をよく知っ

ている先輩各位の私設人事担当官が、口角泡を

とlましておりました。

昭和 59年4月突然2代田海外会計専門官に

中国農試庶務課長補佐から配置換され、会計課

長補佐的役割もあるので、頑張凶って欲しいと、

技会総務課管理官から指名され、為替レートと

はなんぞや、ドルもベソもパーツも無知な者

が、そして前述のとおり語学力では勤まるのか

なと思いながら、厚かましくも着任しました。

着任早々だったと思いますが、海外の研究者か

ら国際電話が入り、その場合は海外会計専門官

けるのですよと、どこの職場にもいる意地

悪い小男がおりました。

まもなく ，）＼ートマン先生による語学研修が

始まり、約 1年間に 70時間ばかり勉強させら

れ、通勤列車の中では、高校生から、このおじ

さん今日も頑張っているよと嘱かれ、車の中も

英会話のテープをながし、日夜、英語英語の期

間でした。しかし前述のごとき基礎素養ですの

で誠にお粗末な次第でした。しかし、受講態

度、たち向かう姿勢などはパートマン先生から

られたような気がしています。

語学研修も終わり、事務部門だけで海外出張

せよといわれ技会の任用係長、熱研庶務課長補

佐と私の 3人でスリランカ、フィリピンに海外

出張を命じられ、そのときの所長林健一氏か

ら、今まで迷って帰ってこなかった所員は一人

もおりませんよと言われ出かけました。スリラ

ンカからフィリピンに入国の際、紅茶を少々

めに持ち込んだことから、不適切物と勘違いさ

れたのか再点検のため引き戻されたことや、

フィリピンからの帰国の機上での食事のとき、

私が［delicious］と言ったつもりが［dangerous]

と聞こえたらしく、相当慌ただしく、「何かご

不審なことがJと日本人スチュワーデスさんが
来たことは今でも笑いの種にされています。

英語力は、いつも汗顔の至りの者が熱研の総

務部長を拝命され、熱研の最高顧問である小倉

武一氏の事務所にご挨拶に伺ったところ

「えっ、熱研に総務部長を創った。」と言われ、

差し出した名刺をしばし受け取っていただけ

なつかた時間の長かったことは、場違いの感が

ありました。氏から着席を促され、今の国際農

林水産業研究構想の一端を聞かされました。そ

ウル
司
／
今
J
M



重要害虫

。

を対象と

、男のロマ

ものと思いま y 0 

/¥ .. 1) ')Q ／
 

J

J

 

、，..

＇・－’ 

。

つ
37
 

勺
f
Q



思いで

中国雲南の思い出

春原嘉弘

在籍： 1991年4月～ 1994年3月

現在：青森県農業試験場藤坂支場

9. 雲南の稲と合系品種の普及

夏の平均気温が 20℃に達しない常春の町、

雲南省昆明での日中共同研究に平成3年から 2

年半参加した。稲遺伝資源の宝庫と言われ、以

前に派i置された方からの情報で•＇ jくまかに理解

していたつもりであったが、実際に行ってみる

と稲の手持性が予想以上で大変魅力を感じた。

同研究で育成した合系4号、合系 24号、合

けを伸ばしている時期であり、

良による増収が雲南省に顕著な経済効

をもたらしていた。もちろん、それまでに派

遣，主れた方々による功績が大きかったわけで

あるが、作付けが拡大しているこの時期に参加

できたことにより、育種家として大きな喜ぴを

味わうことができた。中国側の普及にかける努

力も成果を挙げた大きな要因であり、特に中国

側リーダーの蒋氏の品種改良及び品種の普及

にかけーる熱意には敬服する。

rn.雲南の美味、煙草、白酒
雲南での懇親の席に欠かせぬ物、辛味の中華

料理、アルコール度の高い中国酒、煙草。当時

喫煙していた私だが、煙草は中国の方とのコ

ミュニケーションをとるのにイ可かとf支立った。

世代促進での選抜作業のために海南島へ出張

した際に、蝋燭を灯して夜中まで中国側スタッ

プと煙草を賞品に麻雀をしたのも良い思い出

となっている。雲南の美味で思い出すのは宜良

のアヒルの丸焼きとキノコ料理である。雲南は

キノコの宝庫でもあり、日本では見られない

様々な種類が食されているが、いずれも実にお

いしかった。雲南では松茸も採れて、ホテルの

外で炭火での松茸焼きパーティーを何度か楽

しんだ。日本と比べると価格が格段に安いので

食べ過ぎて腹をこわしたこともあったが、今後

二度とない経験であろう。しかし、中国酒と辛

味の中華料理には何度となく泣かされた。

11。雲南での生活ともうひとつの成果

一緒に長期で派遣されたメンバーは、前半が

病理の藤田さんと福井農試の冨田さん、後半が

上川農試の丹野さんであった。比較的行動派の

メンバーで、私もつられて片言の中国語は話せ

る程度になり、単身赴任ではあったものの海外

生活を楽しむことができた。

冨田さんが楊さんとめでたく結婚したのも

日中共同研究のもうひとつの大きな成果と言

えよう。正に雲南における遺伝資源の評価と利

用を実践された。僅かな滞在期間のうちに中国

語で恋愛できたことはすご、いと思う。

雲南省昆明も国際博覧会で街並みが変わっ

たことと思う。いつか、また雲南省を訪れてみ

たいと思うが、その頃はもう合系系統はほとん

ど作付け’されていないかもしれない。一緒に仕

事をしていた中国の老朋友が新しい歴史を

作ってくれることを期待したい。

熱研・国際農研への熱き⑨厚き思い

イ111北俊弘

現在：中国農業試験場

＜まえがき＞

「発足 30周年、何か思い出をJという依頼状
を2月中旬いたfさし当たが、「12,000字、 3月中旬

〆切」。会議シーズン、機構の組織検討等々繁忙

な時期、まして遅筆（単に怠け者）の小生。「こ

れは無理、お断りしようJと連絡したところ、
「字数は I,200字の誤り、〆切も 3月末」、それな

ら何とか対応可。そんな次第で、小生の熱研及

ぴ国際農研との関わりと思い出を書き連ねさせ

ていただく。

＜関わり、その 1,2・3>

(1）熱研の研究第一部に選考採用されたのが

昭和56年4月l日。熱研とタイ農業局との共同

研究プロジェクト「東南アジアにおける稲及ぴ

豆類のウイルス病に関する研究」に 2年間参画

すべく、同年 11月からバンコクへ。プロ研終了
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いうことである。そんなもんかなあと思いつ

つ、 なんかよりはるかに都会だと思い赴

したのだが、道産子の私にとっては見るもの

開くものがすべてが驚きだ、った。もっとも最初

の年の暑さにはいささかマイッタが。

Nm支のど自慢のこと

あれは l年目の 12月だったと思う。アパー

トの3階で1日i星れのNHKをみていたところ、

2月に宮古島で NHKのど自慢が行われるとの

事。早速歌手前津有邦、曲名はいさいおじさん

と書いて NHKに葉書を出した。有ちゃんには

らせず、事後承諾であった。それまで何回か

宴席があったので歌手と曲名はあっさり決

まった。それからカンパを募り、有ちゃんと北

陸農試から来ていた業務科の問中東一氏と私

島へ行った。結果は熱涙賞。賞品の楯は

今も沖縄支所の業務科にあるという。ちなみに

ゲスト歌手はにしきのあきらと南沙織であっ

亜熱帯・温帯舗

今からかぞ、えてみると、石垣という亜熱帯で

5年半、筑波という温帯で6年。札幌という亜

日年いたことになる。このように広く

T7・ イン；；コ

高橋透児

89年8月に熱研第1部を最後に 36年余の農

水技官生活を終了した。この年は騒乱の年で6

月に天安門事件、退職後赴任したマニラではベ

ルリンの壁崩壊を聞いた。 6年余の熱研在職ヰ1

は庁舎移転、情報部新設、研究部の改組拡充と

決して平穏な時代ではなかった。残念ながら、

かっ申し訳ないことながら研究のすべてに専

門的に関われたわけではない。しかし拝見＠拝

聴して、いくつかの仕事は世界的にも第 1級と

確信した。小生のみならず多くの人の長年の疑

問を氷解した仕事があり、永遠の問題かと言わ

れていたことに結着をつけた研究もあった。ま

た従来のペシミスティックな考え方を否定す

る仕事もあった。周辺で、これ程の成果が連続し

たのは初めてだ、った。自分で仕事ができる立場

ではなかったが、いちばん良い観覧席にいたわ

けで、失敗や考え違いを克服、成功に至る経過

を見たことは楽しし今でも懐かしい。研究は

時に、まことにドラマティックだと思った。

思いで

歩けたことは本当に幸運だったと今では感謝

している。若手の人に言いたいのだが、若いう

ちに広く歩いた方が勝ちだと患う。特に、パイ

テクはともかく、フィールドで試験研究をしよ

うと志す人には石垣で 3,4年住むことをおす

すめしたい。体力、精神力のある人にとって石

は天国である。

ーピスセンターとして

えてみると甚だ生意気であったが、私は

筑波で、のお別れ会で、故｜可彦一博士の「高田君、

熱研はとてもサーピスの良い所だと所長、部長

に云っておいて下さい。」という言をひき、

研のサ←ピスセンターとしての役割を強調し

た。時あたかも来年には北農試は「農業技術研

究機構北海道農業研究センター」になるとい

う。：！七農試も熱研一のシステムを大いに見習っ

て、サーピスセンターとしての機能を充実して

ゆきたいものだと思う。

おわりに

に小生、沖縄で事故に会い、 l年半休職

したが、その時多くの人にお世話になった。こ

の稿を借りて感謝申し上げる。すっかり元気に

なりました。

他方で、仕事が思うようにいかなかった人も

いた。そう言って離任した人も一。こに止まら

ない。謙遜の行き過ぎかとも思えたが、そうい

う方には「一生よい仕事を続けるなど不可能。

いちばん有能な人でも半分はつまらぬ仕事を

している。僕などもっとです。ただその在外経

験が将来役に立てばJと申し上げた。これは本
当の気持で今も変わらない。

しかしそれにしても熱研在外の成功率は高

かった。それは多分、研究的には熱帯が我々に

とって未だにテラ・インコグニ夕、未知の大地

であるためであろう。研究・生活条件からして

仕事はエクステンシプになりやすいが、研究人

生のある時期に、環境の異なる熱帯の仕事が入

ることには意味があると思う。その後を知る人

には、明らかにそのエクシテンシヴな経験が、

国内でのインテンシヴな仕事に生きたと思え

る例がある。由来、日本での評価は、インテン

シヴな国内研究に片寄りすぎと思うが、それで

〆ムリ
司
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't) ,_ らの在外li;lf究は国内

されたり、欧米

に大きくヲ｜用されたりした。当

しかったはずである。

誰任以降の JC"=F・問、

ょうである。

の、であろう。し

るタト枠ιにはなぐ、円墳：！の個

それから将来の人逗も、
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はり

／＇｛）レー布、

センター（ICARDA）に赴 J任しまし

ベリi、牛日あるわけでもなく、前

けていだリモートセンシングと

システム（GI:S'）によって、

される

を3立てること

りました。

にならないように

でζらるという

生it号シ 1）アでのりそ、

くわからァ、

ら：＞ 1）アのアドレスをJ毘勺けて
してみましたが返事はありませんでした。

で聞いたら軍の椛寓関係の人だと云うこと

でし犬二O

H:::,Ll,RilAは国際研究機関なので自由な

り、［リモートセンシVグはこれからの

にとって重要なので大ドに期待してしJる」

と励まされ士Lたが、データなし、完利バシステ
ムなしの状況では｛可から子を着けたらよい

わかりませんでした。

スカス郊外ベイ ｝）， ート

に1）モートセンシン

17h凶：cmの

って－ 24 

に巨大な建物が建っていました。し

し、設備は不十分でテ＼可ダも KAT2【200という

旧ソ連時代の衛星データを伎っていました。ア

メリカのランドサットやフランスのスホeット

て遜色燕し広い範囲を高い解像度で

60%オーパーラップでi長っているので利用面
値が高いものでした。しかし、そのデータも

って来なくなっていました。

な牧野の植生解析には

「センシングデータ

のリモー

イスラエル

った変動期によい仕事をされた

たことを思い起こして頭張られるようにと

っています。結局、残るのは研究業｛；麦そし

を開くのは、十分条件ではないにしても

としての新しい知見なのだから。正確

な知見なぐしていわゆる？支術援助など上手く

行くはずはないし、その知見はまだまだ足りな

いのだから。

は がっ
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的危機にさらされてきたのかご存じ無いから、

軍のとった処置に不満があるのでしょうが、私

たちにはスパイ行為につながるようなことを

許さない軍の態度は十分理解できます」と諭さ

れました。その国が置かれている状況をわきま

えず軍の悪口を云ったことを恥じましたが、遠

会釈無く軍の悪口を言える日本の状況を喜

ぶべきなのか複雑な感想を持ちました。私の任

思いで

期中に湾岸戦争が起こりました。クエートに侵

入したイラクに多国籍軍が交戦しましたが、イ

ラタからスカッドミサイルがイスラエルにむ

けて飛んで、いくのがシリアで見えたそうです。

気球が浮かんだ青い空にミサイルが飛び交う

なんて一、やっぱり牧野の植生調査はのんぴり

平和な空に似合うもの、シリアには少し早すぎ

たのかなと思いました。

イ⑪マ アの一員だった頃

高屋茂雄

「熱研一勤務jの経歴を密かに誇りとしながら

田舎で暮らす初老の男にとって、本誌の貴重な

スペースを与えていただいたことはたいへん

うれしく厚くお札を申し上げます。私が熱研勤

務を仰せっかったのは 42歳になったばかりの

時、派遣先はタイでした。タイ。マフィアと

パートマン女史のネーミングです。この言葉が

当時熱研中で通用したのかどうかは私にはわ

かりません。時にタイ語の片言など交えながら

私たちが談笑しているのを見ると、女史は決

まって「オータイ・マフィァ」とつぶやき、顔

をしかめるのでした。ついつい話に身が入って

しまい声高になることはあっても、女史の仕事

の邪魔になるようなことをした覚えはないの

ですが、なぜか女史の気に障る様子でした。タ

イ。マフィアの中には、彼女のお気に入りだっ

ていっぱいいるのです。タイの関係者がタイの

話をしている時だけ、マフィアになるもののよ

うでした。

さてそのタイでの研究生活ですが、幸いなこ

とに当初抱いていた数々の不安は数ヶ月で

吹っ飛ぴました。タイは当時の熱研の最大の海

外拠点であり、この国に関しでは活動は完全に

軌道に乗っていました。先人が苦労して切り聞

かれた軌道の上を進めば良いわけで、「タイで

勤まらなけーればどこもだめ」と言われていたの

もむべなるかなと肯定せざるをえません。

もちろん、私には初めての外国でした。特に

赴任当初の半年聞は、公私共に見るもの聞くも

のの全てが珍しし毎日が驚異の連続でした。

私にも「なんでもみてやろうJの精神があった
ようです。小田実氏には 20年ほど遅れてはい

ますが。そして、やはり「眼からウロコが落ち

た」ように思います。手短に言えば、それまで

40年余にわたり日本で培ってきて疑問にも思

わなかった「ものの見方、考え方、身の処し

方Jといったことがここでは必ずしも当てはま
るとは限らない、われわれが固定観念として

もってしちるものは、多様なもののなかの一部に

過ぎぬということでした。「ところ変わればし

な変わるJだけでなく人々の生き様も多いに変
わることを、理屈ではなく体験として肌身で感

じたことは説得力がありました。以後、私は国

際派に変身しました。その後国内勤務について

も、時に若い人達には海外勤務の経験をするよ

うに勤めました。

筑波に帰っても、タイは最大派閥、ついつい

仲間うちの話にうちとけてしまい、パートマン

女史だけでなく、はるかに遠い固で、一人で苦

労されていたような方には目障り、耳障りなこ

ともあったことでしょう。ここに深くお詫び、申

しあげます。

。。
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13年出会い…熱研未知

日

研究第 t

で、新しし

わからず、不安感を

る直前、私たちは当

野昭長研1部長1高橋達児研2部長のお二

ら面接を受けた。私たちの熱研で

を判断するためのものであった。当時の所長は

。ノ
勺
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3月

させら

センター

／＼宮己車去してきた。ほとん

局に強く説得されて、あまり気乗り

しないまま移ってきたのであった。私もその一

12月～ 1997: 1983 



思いで

中川昭一郎さんであったが、配転者の受け入れ

に当たっては熱研としても苦慮と戸惑いが

あったと思う。そんな事情から、私はいわば

［招かれざる客jの心境で、恐る恐る熱研に入っ

てきた。当時の熱研は規模も小さく、研究者が

出るまでの待機の様はまさに「置屋J
とも見えた。また、全農林筑波地本傘下で唯一

分会組織がなく、地本直轄班として、有田裕さ

んたちが頑張っていた。

]984年、私はタイへ lか月短期出張するこ

とになった。これが初めての海外であった。タ

イ農業間滞在中、すでにここのウイルス病研究

におられた伯北俊弘さん（現九州農試）にな

にかんなにまでお世話になった。他にTARC代

さん（現農研センター）、岡三倍、

さん、椛木信幸さん、上原洋こさん（現野菜

試H包そうそうたるメンバー
コクでの生活について親切にご教示いただい

た。その2年後、タイ農業局線虫研究室で4年

間共同研究を行うことになったが、決断させた

のは、最初の短期出張での「若い先輩たちJの
L，い心遣いであった。タイでは、良いカウン

ターパート（Mr.Somkuanと Ms.Nuchanart) 

に恵まれ、気持ちよく仕事が出来た。「野良的

熱研につい

なj犬たちとも仲良しになった。長期在外研究

が終わった後も、タイヘ短期出張の機会が数回

与えられ、その都度何らかの発見があってうれ

しかった。

インドネシア、スリランカへも短期出張させ

て頂いたが、特にスリランカの中央農研

(CA町、現園芸作物調査開発研HORDI）では

卓抜したカウンターパート（Dr.Ekanayake) 

のお陰で、 3[i:i]の出張で得た成果を学会誌など

に発表することができた。この国ではキャン

デイーの古色蒼然としたクイーンズ、ホテルと、

高地ヌワラエリヤの茶畑が特に印象に残って

いる。マレイシアにちょっとお寄りした時、骨

折で松葉杖姿だった諸問

試）にして頂いたご親切も忘れられない。

は当初、あまり気乗りのしないまま当時の

熱研に移ってきたが、ここ？の I3年間は多く

の知己を得ることができたし、さまざまの新し

い体験をする機会をもつことができた。充実し

た「こく」のある時間を生きたと思う。今では

「思いやりがあり、かっ悟淡としたJ雰囲気の
職場、熱研へくることができて、たいへんラッ

キーだったと思っている。

印象的な思い出

中川昭一郎

在籍：第5代所長

現在：山崎農業研究所代表

熱研／国際農研が創立 30周年を迎えたとの

こと、その歴史の f寺に在籍した者の一人とし

て、まず心からの祝意を表したいと思います。

私が初めて熱研との係わりを持ち、また最初

の海外経験となったのが、マレーシアのムダ地

区でした。昭和 J,3年3月の 1ヶ月間、熱石汗設

立の事前調査として、熱帯水稲二期作のための

濯蹴水管理の研究をするとともに、農業土木関

係の長期在外研究員の派遣の可能性を探るの

が目的でした。これが、それまで海タ同庁究に余

り関心の無かった私にとって、国際農業研究に

係わる最初のきっかけとなり、またその調査研

究が、熱研設立後20年余にわたり続けられた

熱帯水稲二期作研究プロジェクトに繋がった

ことは、今にして思えば大変懐かしくかっ嬉し

い思い出となっています。そしてその後、一度

一 280 

海外経験をしたということで（当時は経験者が

少なかった）、熱研のほかOTCA、JICAなどの

仕事でもインドネシア、タイなどに度々出かけ

ることになりJミつの聞にか当時云われていた

海外族の一員に加えて戴けるようになってし

まった訳で、す。

そんな背景もあってか、私は熱帯農業研究セ

ンターの第5代田の所長を務めることとなり、

創立から 11年呂に当たる昭和 56年 12月から

60年3月までの3年4ヶ月間その任に当たりま

した。この間の思い出の中からとくに印象に

っているいくつかを列記してみると次のよ

うなことが挙げられます。

その一つは、私の在任中に熱研の総定員数は

初めて WO名を越えたことです。昭和 45年に

発足以来、農業関係研究機関の中で最小規模で
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験地で高い評価を受けていますし、現在私自身

が取り組んでいるアポミクシス遺伝子の単離

に向けたゲノム研究で最も重要な素材となっ

ています。

思い出深いものは、大浜の豊年祭です。毎

年、新しい踊りを前石垣さんから教えてもら

い、 2、3週間かけて、昼休みなどに練習しま

した。手のひらをマメだらけにして引っ張った

大綱引きや、鎌と万の戦いを演じるその板を支

思いで

えて、号令と共に一心に走ったことも昨日のよ

うに思い出します。毎年行った伊原間での浜下

りや冬のイザリと釣りも楽しい思い出です。与

えられた字数になり、お世話になった方々すべ

てを書ききれないのは残念ですが、いずれ、石

垣での私のもう一つの成果となった「サンシン

（三線）」をぶらさげて再訪し、八重山古典民謡

を謡いながらシマーを酌み交わしたいものだ

と思っています。

それが原点／こつん

仲谷紀男

先進国での経験があって、途上国との比較を

かねがねしたいと思っていた関係で、当時の需品

研から長期在外研究の話があったときは、これ

は良いチャンスと考え、「はい、行きます。」と

答えた。さて、実際に滞在し始めて、具体的に

何をしょうかと、彼の国の研究者に尋ねると、

研究問題はいくらでも転がっていて、その数の

多さには圧倒されるばかりであった。そうなる

と、もう先進国と途！二国との比較どころではな

し研究課題のいずれもが、大袈裟に言えば、

その国の農業政策に沿うもので、研究論文を書

くときに悩むことの多いその種の“研究の背

景”などは初めから書けたも同然であった。

そのような状況から、彼の地では幅広く研究

をさせていただいた。また、随分多くのデータ

を得ることができた。もちろん良いカウンター

パートや関係者に恵まれ、さらにつくばからの

暖かい支援があったことは申すまでもない。し

かし、不精者の小生を途上国の農業研究にかく

も駆り立てたものは何であったかを帰国後に

考えてみたことがある。小生なりに一つの結論

に至った。それはその国の内に偏在する極端な

貧困であった。それが、小生を駆り立てた原点

のように思えでしょうがない。

滞在早々に、彼の国の人から誘われて、畑作

地帯の土壌調査をすることになった。それは

常々見たいと思っていた熱帯土壌の実物を見

ることができ、さらに現実の農業も見れる良い

機会と単純に考え、早速調査を開始した。土を

食べていると当時は新聞報道があった地帯の

ど真ん中で、小生には或る事が強い印象として

残った。

日本に比較して農家がまばらで、調査地点を

設定したときは、近くに人家がないものと患い

ながら、調査道具の関係で、大きな金属音をさせ

ていると、どこからともなく、子供が現れ、し

かも最初に小さい子供が、時間の経過とともに

大きな子供が現れ、それが、不思議に年のJ!J買に

整列し、ついで、母親が必ず乳児を抱えて現れ、

最後に父親が現れる、というのが通例であっ

た。いずれも貧しい身なりであることは言うま

でもなく、帰国後にその種の写真が一枚もない

ことに気がついたが、とてもそのときはレンズ

を向ける気持ちになれなかったということを

d思い出している。

南米サバンナの草地改良
名田陽一

在籍： 1988年6月～ 1991年7月CIAT

現在：九州大学大学院農学研究科

CIATにおける研究：

CIATはコロンピアにある国際研究機関であ

り、本部はアンデス山中、標高 l,OOOmの都市

カリにあり、年中初夏の気候の、良い所であ

る。私がサバンナ草地の改良に従事したカリマ

ア試験地はカリから東へ約 400kmの低標高
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ある。

ミンナにあり、 2万 haの広大な面積を

には CIAT所有の飛行機で行く

。私は一回4～ 5呂、月に2～ 3@:Iで、ス］冶け＼

研究者仲間からはカリマグア好きと呼ばれて

いた。研究費で購入した 125ccの日本製バイク

を飛ばしてサバンナの生活を

コロラデイートとよぷダニに

に校まれると 23.辺諸ほ

まれたときは、 1カ月
>・ -つに。」

とi聞きさびしく思っている。
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思いで

見ることができましたし、石毛部長とご一緒

ったおかげで、パイテクに関するお話もたっ

ぷり聞くことができ、ずいぶん勉強になりまし

i二O

こうした所議メンバーの方々に囲まれ、ま

た、試験研究とはあまり関わりがなかった私の

ために、いろいろとご配慮をいただき、とても

しい充実した刺激的なl年を過ごすこと

きました。冒頭の所議の様子については、表現

が不隠当金ところもあるかも知れませんが、私

は、この草敬すべき方々から学んだことも多

く、たいへん感謝しているところであり、失礼

な表現は、どうかお許しいただきたいと思いま

す。

私は、 HRCASに勤務していたときは、昼休

みに蚕昆研の池のほとりの森を散策するのを

日課にしていましたが、是非また、このような

思い出を胸に、あの森を歩いてみたいと患って

います。

破壊を免れたスーツケー

西山岩男

在籍： 1978年7月～ 1980年4月、 1987年5月～ 1989年9月

現在：東北大学農学研究科

私は熱帯農業研究センターに2回勤務してい

る。 1回目はフィ l）ピンにある国際稲研究所

(IRRI）の客員研究員で、 2回目は新設の基盤

技術研究部の部長をつとめた。それほど長い期

間ではなかったが、国内にいては考えられない

多くの経験を味わうことができた。以下に記す

エピソードは、基盤技術研究部長時代のもので

ある。

水＊埼＊ * 

ぞれは、 1987年 12月のことであった。私は

国のナイジエリア、セネガルを旅行して真冬

のパリに戻ってきた。さて日本に帰るというそ

の朝、空色のスーツケースを持ってエールブラ

ンスの市内ターミナルに着くと、周囲の人々の

様子がなんとなくおかしい。聞き耳を立ててい

ると、空港からの連絡パスが来ないということ

らしかった。次第に待っている人の数が多くな

り、とてもらちカ吉明きそうにないので、タク

シーで空港に向かう。シャルルドゴーjレ空港に

ついて、出発便の案内板を見ると、乗るべき

エールフランスの便がないではないか。ストラ

イキで欠航だ、という。ここで初めてエールフラ

ンスのストライキを知った。幸い、 2時間ほど

後の日本航空のチケットが入手できた。

この空港は、 CDG（シャルルドゴール） lと

2に分かれている。エールフランスは2である

が、日本航空は 1の方で、専用パスで連絡して

いる。どちらもユニータな形をしたピルデイン

グで、たいへん機能的にできている。

CDG1に到着し、チェッタインの前にトイレ
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にtrこうと、スーツケースを』要掛けの』黄に置い
て階下に降りた。パリは盗難が多いと開いてい

たが、仕事は終わったので気分が楽になってい

た。

数分後、階上に戻ろうとすると、銃を持った

警察官が立っていて通してくれない。向こうに

けというので、別のエスカレーターで階上に

上がり、スーツケースの方に行こうとすると、

再び銃を持った2人の警察官に遮られた。ここ

は通れないという。理由はよく分からないが、

その位置からは私のスーツケースが見えたの

で、あれは自分のものでありそれを取りに行き

たい、と言った。すると、彼らはなにやら相談

していたがJミま 1度私のものであることを確

認した上で、スーツケースを銃で撃つ仕草をし

て、「われわれはあれをまさに破壊するところ

であった。Jといった。そして、これが見えな
いかとすぐ横の壁を指すので、見上げると、「l

分以上放置された荷物は破壊（destroy）する。J
と大きな字で書かれていた。見回すと、その掲

示はあちらこちらにあった。さらに見ると、私

のスーツケースの回り W1れほどが人払いされ

ているではないか。

不穏分子が空港を破壊しようとしていると

いう情報が入り、警戒中だったのである。爆弾

は手荷物に一見せかけて置かれる可能性が高い

ので、手荷物を放置することを禁止していたの

である。そう言えば、到着した時から銃を持っ

た警察官が多いことには気がついていた。私

は、スーツケースが盗まれることを気にしてい



ともかく幸いであった。
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思いで

奨励しなかった）。なぜならば、この程度の深

水なら St／加の籾収量は確保できたし、そのう

え雑草の発生を抑制し、皐魁に備えでの用水の

となったからである。

われわれは日本の稲作技術は世界に冠たる

あると自負して来たが、その技術は高収

量一筋に築き上げられた技術であり、高い圃場

と国際価格の5～8倍の高米価と兼業

という特殊な社会条件下では成立しでも、国際

的な営農技術として通用しなかった。私は熱研

退職後の 10年間を民間の農業開発コンサルタ

ンツに勤務し、多数の途上国の農業開発調査

（主に HCAのFIS調査）に参加したが、とかく

先進国技術の一方的な押し付け的開発に終わ

りがちな農業開発協力に、研2部の現地適応技

術体系の研究が大きく役立ったことを申し上

げたい。

忘れがたきこと
八田貞夫

熱帯農業研究センターが、国際農林水産業研

ンターに拡充されたことは、私達熱研OB

にとってにこんなに嬉しいことはない。私は、

農林水産技術会事務局に置かれた熱帯農業研

究業務室（後に同管理室となる）の時代（1969

年以降）から、この新Lvミ組織造りに参画する

機会を与えられ、石倉秀次さん（上記の業務ま

たは管理室長）、山田登さんらの優れたリー

ダーにも恵まれて、どうにか熱研初代の企画調

査室長としての責任を全うすることが出来た。

石倉秀次さんは、私がカンボジアのバッタン

パンナ1,1にあった、日本政府の供与による「日

。カンボジア友好農業技術センター」へ 1966

年5月頃、小倉武一、技術会議会長と一緒に来

られたことがある。帰りにはアンコールワット

に寄られ、同地で一泊、翌日の便で次の目的地

へと出発という日程だったので、私は佐藤徹さ

ん（北海道農試＠病理）と一緒に車でご案内し

た。当時はカンボジア国内が極めて平穏で、遺

跡もよく保存されており、お二人とも、壁面の

周波リなど熱心にご覧になって、インドやセイロ

ンなどとの比較についてご講釈を頂いた。私は

同年同月に帰国することになっていたので、

石倉さんに上記の業務室への復帰を希望する

旨申し上げ、帰国後その希望が叶えられたのを

知って嬉しかった。

石倉さんのお仕事振りは実に精力的で、机の

上には何時も学会誌などが置いてあり、英文の

手紙などはご自分でタイプされた。こ専門はj昆

虫学であるが、他の分野でも問題の本質をきち

んと把握し、理路整然と話されるところは見事

であった。 1968年から始まった熱研管理室主

催の国際シンポジウムでも率先して会場の準

備に奔走されるなど、我々後輩を振るい立たせ

るもの治宝あった。

初代熱帯農業研究センタ一所長

。山田登さん・

山田登さんほど、身体強健で研究能力と語学

力に秀いで、いつも新鮮な感覚で若い人達を引

きつけるような魅力のある性格を持った人は

めったにおられない。開発途上国の人達と接す

る時も、終始、謙虚な態度で接しておられるの

で、この人達も忽ち山田さんのファンになるよ

うであった。私は初代の企画調査室長として、

山田さんの身近にお仕えしていたが、LlJ田さん

が持てる力をフルに発揮できるよう、私の段階

で処理できると考えられる雑用はすべて私が

処理することにしていた。その方が私自身もよ

り多くの行動の自由を確保できたように思わ

れる。

在外研究員として任国へ駐在している人達

からよくお手紙を頂いたが、私は幸いにして、

カンボジアの僻地に2年間住んだ経験があった

ので、在外研究員が現在何に因っているのか、

何を欲しているのか、などについて大まかなが

ら推察できたことである。
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思いで

量を上げていた。タイ国では三期作試験はち］め

てとのことで試験そのものはそれなりの意義

をもっと思っているが、現実にそれを導入する

には、地力維持や病害虫等幾つかの間題が指摘

されている。国際農林業協力協会から発行して

いる現地有用技術集における評価でも本技術

の導入には多くの課題をもっているとなって

いる。

スファンブリ稲作試験場で、の共同研究は私

が最後であると思っていたが、そのf麦も安芸さわし
た問題解決のため研究が延長され、渡辺泰氏に

引き継ぐことになった。私の2年間の研究実施

に際して、五十嵐孝典氏はじめ多くの熱研セン

タぃバンコク駐在員のご指導とご協力、ブン

ラート場長、カウンターパートのヴイチエン氏

Lコタイ側関係者の絶大なご協力とご支援が

あったことに深く感謝している。

スファンブリでの生活は、赴任後初めの半年

くらいは言葉や気候の問題、対人関係で、神経を

イ吏ったが、その後の i年半は充実した楽しい生

活となった。スファンブ1）に駐在していたベテ

ランの高橋均氏の公私にわたる気配りがあっ

たことが極めて大きかった。その高橋氏が私の

着任数ヶ月後に人事異動で、突如帰国すること

になり大変困惑した。高橋氏に替わって農事試

験場から1年間勤務という条件で若い山田盾氏

がきて手伝ってくれることになり、少しは肩の

荷がおりた。

2年間の勤務中、試験場職員はいうに及ばず、

商店、寺院など、極力タイ人に搭け込む

ように努めた。親切にして頂いたそれらの人遣

は今、どうしているかと時々思い出す。特に、

帰国持にスブアンプリ試験場の近くの寺院の

f主職さんが持ち出し許可言正をy~えて仏｛象を私

にプレゼントしてくれたのには感激した。その

仏像は今も我家の仏関に安置しである。

2年間の海外生活で得たものは多く 1 ここで

は書きつくせない。敢えて一つだけ書かせて頂

くならば、現地の人達の生活水準は私達と格段

の差があるが、それが幸か不幸かということと

は別の問題であるということを、実際にこの自

で見ることが出来たことである。これが研究成

果以上に大きな収穫であったと思っている。

これも

早JIit専文
：元畜産草地部長

国際農林水産業研究センター（JIRCAS）で

の4年間は、私には農水省 36年間の最後の花

道で、「終わり良ければ」であった。この言葉

は、 1年早めの退職時に自費出版した「虻が飛

んだ」の巻頭言に用いた。地域農試での勤務が

長かった私には、国際舞台はまるで「井の中の

蛙jで、しかも「蛙の面」でなんとか乗り切る

ことができた。

熱帯農業研究センター（TARC）から JIRCAS

への組織改変は平成5年 10月で、畜産草地部

の創設のための研究基本計画の作成、関係場所

との協議・調整など、私は夢中で走り続け、風

邪など引く暇はなかった。我が国で初めて畜

産・草地。家畜衛生の3分野を統合した専門部

ができた喜びと期待、そして責任感がそうさせ

た。

発足時の部の定員は 10名。各分野のバラン

ス、国内と圏外の研究体制など、将来の発展を

思えばやり甲斐のある仕事だった。無知な私

に、多くの方々から暖かいご支援。ご協力を頂

き、そして有能な部員に恵まれて本当に幸せ

だった。「遊牧」という部内誌を作って海外に

派遣されている部員とのコミュニケーション

を図った。世界の国々を訪ねてみて、我が固と

の畜産分野の共同研究が強く求められている

ことを肌で感じた。将来的に JIRCASも、この

分野の研究を囲内も含めてもっと強化したい

と努力したが、｛夢い夢になった。

新生JIRCASの紹介ビデオでは、石井資料課

長をはじめとする制作委員会で、ストリーの構

成、現地での撮影など出来るだけ手作りを旨と

した。コロンピアの CIATで前野所長が登場す

るシーンの撮影、東京六本木のスタジオでのナ

レーションの吹き込みなど、このビデオには私

の思い出が一＊不詰まっている。ラスト。シーン

はマレ一女性による豊作の喜びと踊りで決め

たが、指を丸める仕草は別な意味があると後で

聞かされ、赤面した。
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恩いで

告会で聞くにつけ＼これで、良かったのだな、と
山 μ

)t'，つ7こ。

それでも、気になっていたのは、かつてf支会
での「推進について」の仕上げの段階で創立

早々の熱研に長期計画の策定を求めなかった。

最後に、それが可能かどうかに挑戦してみた

が、これは草稿を残して後代所長にヲlき継ぐし
かなかった。このため、実際の研究は断続的・

重点的となり、熱帯を中心とする途上国に伝え

るべき日本の主要な農業技術研究成果は、初代

の山田所長が週一回の勤務で l）ライトして

JARQに編集し、 4回出版している有様、未だ

劣勢なままの研究体制では海外の科学情報の

収集はおろか、国内研究成果の集成すらも覚束

ない、これが熱研を辞する時の実感であった。

Enablingから Pa~tnership へ

林健一

在籍：所長

現在： STAFF顧問

際的な農業研究協力一それは息の長い仕

である。私自身にとっても、 FAO 3 年、

CGIAR20年余、その間に熱研7年余の四半世

リこ及ぶ。農業研究協力を巡る世界の情勢も、

序々にしかし確実に大きなうねりとなって変

化した。私の思い出もこの大きなうねりの中で

のささやかな回想である。

大きなうねりの解釈は人により多岐、多様で

ある。私に最も大きなインパクトを与えたの

は、表題の「Enablingから Partnershipへ」であ

る。これは現役時代にはほとんど気がつかず、

今になってやっと見極めたうねりである。

「Enabling］とは、「ーーする力（権能。子段）

を与えることjである。 1970～ 80年代におい

ては、すべての労力は「途上国に役立つ技術を

開発することJに集約された。私個人のレベル
から、研究部、熱研、さらには CGIARのレベ

ルにいたるまで、「Enabling研究jの推進に努

力した。この共通意識はもちろん間違いではな

く、是非とも「必要」なものであった。しかし

「十分」なものではなかった。その理由は、す

べての発想、計画、行動、評価の基準を、自己

の足下あるいは自己の安全範囲に置いていた

誤りにある。

六年間のTAC委員を通じて、この「En乱bling]

すなわち「一ーをしてあげるJという mentality

を私はとくに旧宗主国からの同僚委員に強く

感じたo CGIARセンターも「開発した技術の

メニューから、好きなものを途上国が選んで、使

いなさい」との立場が底流にあった。いずれも

善意と意欲は卜分にあったが、自己の基盤に対

する誤った優越感や自信が基調にあったこと

は否めない。

協力の提供者と受益者との格差が大きい初

期の段階では、「EnablingJは十分に機能した。

しかし、途上国が実力を増し。なおかつ技術一

辺倒では解決できない諸問題が顕在化するに

つれて、相互の信頼。尊重。理解に基づく

「PartnershipJが必須なものとなった。

基軸を自己と相手の両者に配する新しい取

り組ーみであるoCGIARは90生l"-1t半ばに、その
目標達成の手段として、従来の「研究Jに新た
に「Partn巴rship］を力日えている。

数多くの中から一つを選ぶことを許してい

ただければ、思い出は海南島の水田へ飛ぶ。そ

こでは日中共同研究の一環として、有望系統の

世代促進が実施されていた。強い日射しとぬか

るむ畦畔にへとへとになってたどり着いた水

田に、立派な稲が育っていた。多くの方々の思

いとご苦労に、我々は胸が一杯になった。汗ま

みれでお互いに交した笑顔を私は忘れること

ができない。

国際協力に特効薬はない。それは地味なしか

し誠実な日常的なお付き合いの積み重ねであ

る。これは思い出とともに、私の自戒の言葉で

もある。最後に、お世話になった皆様へ心から

の御礼を申し上げるとともに、 JIRCASのます

ますのご発展をお祈り申し上げて筆をおかせ

ていただく。
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思いで

熱研創めの頃
日高輝展

－国際農研創立 30周年を祝い、記念誌

を心からお慶び申し上けずます。

需品研との出会いは、 1967年タイ、マレイシア

での熱研による稲害虫調査チームに参加でき

たことである。それ以前の 1956年夏、初めて

パスボ、 トを携帯して、亜熱帯の琉球列島（沖

の昆虫調査を行った体験はあったが。

乙れらは熱帯への入口に来た程度に過ぎな

っ？こh

円以い下 i月、技術会議5階に設置された熱研

に配置換となった。宿舎は農事試験場北

きであった。そのころ、需品R売に
宿舎等はなかった。

国内では熱研発足に向けて関係者の尽力は

ものがあった。中でも、熱研は我が国益

にどう繋がるのかであった。当時、我国の熱帯

に関する情報は、遺憾ながら、桓めて少な

く、熱帯農業技術とは程遠いものであった。し

かし、将来、熱帯諸国は世界の食糧生産基地の

役割を担う可能性大であり、我田への食糧資材

輸＼のためにも、熱帯農業把握が肝要であると

された。

準備室から熱研設立後、しばらくの年月

帝農業に係わる研究成果業績がなく、問題とさ

れた時期もあったが、成果が比較的早く挙がる

！日環境部に所属する虫害、病害、土、展、雑草、

気象等の分野の在外研究員が、1967年より東南

ーミ／ 7

アジア諸国に出張して、共同研究を開始した。

準備室では、私の研究分野イネノシントメタマ

パエ（以下タマパエと略称）に関する世界の文

を収集、解読しながら、翻訳も合わせて

行った。

熱帯諸国の研究機関での在外研究員の受入

れと研究協力体制は良好であった。タイ国では

農業技術研究所の先輩である ncA専門家の協

は絶大であった。当時、百本では、 ncAが

主流であり、熱研の進出に対する理解は今一つ

であり、批判的であった。 .HCAと熱研との区

別が論議された。熱研はあくまでも基礎的研究

協力を主唱した。その後、熱研の研究成果が確

実に挙がるようになって、熱研に対する理解と

-i協力が国内外で得られた。ここに至るまでには

長年月が経過していた。

TARC Tee加 1caiBull日hnヲ熱研集報等相次いで

出版されて、熱研の研究活動が圏内外で、評価さ

国際会議に出席して、熱研の存在を示し

研究所、大学へ出かけては熱帯

とその重要性について説明した

りした。ある国々では、熱研との協力を希望し、

熱研は日本の優れた研究所 uであると言われた。

インドで JIC，＜＼日本型稲作計画で、タマパエ

の甚大な被害カ苛岩生した。その生態と防除策定

のため、日本に生息しない、本害虫をタイ国で

研究開始したのが 1968年であっ

年
門
戸
判

J

平尾重太郎

: 1985年4月～ 1988年 12月研究第 1部

1985年4月九州農試から熱研へ転入し、8月

マレーシア。ケダナト！の州都アロスターの、マ

レーシア農業研究開発研究所（MARDI）アロ

スター試験場へ赴任し、新規のプロジェクト

(1985～ 1989）がスタートした。聞くところに

よれば、複数のスタップによる病害虫のプロ

ジェクトは、熱研ではこれが初めてとのことで

あった。当初は2名のスタップで、 1年後には

3名になり、マレーシア側の 1名とともに石iJf究

期間の前半を担当した。

本プロジェタトの研究課題は、「需品：吊：におけ

る水稲二期作化に伴う病害虫対策」で、実施課

題は「二期作水稲における主要病害虫の発生生

態の解明」であった。主要病害虫とは、全土で

重要になったウンカ。ヨコバイ類で＼ヨコバイ

類が媒介するツングロ病（ウイルス病）も含ま

れた（詳細は熱帯農研集報73:131pp,1993）。

アロスターにはムダ農業開発公団（MADA)

があり、ここで熱研は創立以来公団とタイアッ

プして、広く水稲栽培の技術協力を行－って、多

勺
ム
円
吋
／

今
ノ
山
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思いで

期在外研究員が派遣されていた。私の専門は水

管理（農業土木）であったが、他分野の研究者

と共同研究をするのは始めてであった。共同研

はなかなか研究者同士の連携が難ししうま

く成果があがらない場合が多いが、我々は同じ

圃場を使い、それぞれの立場から試験結果を分

析できるよう計画し、取得したデータは独占し

ないで相互に利用しあうようにしながら、得ら

れた成果をそれぞれの属する学会等に公表す

ることができた。これは、諸岡チームリーダ

や、平岡さん、伊藤さん、金谷さんら長期在外

の明るい人柄のお陰であると感謝して

しミる。

研究成果は帰国後学会誌に発表すればそれ

でよいかもしれないが、プロジェクトの成果は

現地で活用されてこそ意義がある。このため、

最終的な成果を、我々は勿論、カウンターパー

トや MARDIの在外研究員にも執筆してもら

い、直播に関する総合報告f＿！｝を現地の出版物と

して残そうという計画が諸岡リーダから提案

された。色々な事情があり遅れはしたものの、

最終的にりっぱな総合報告書ができあがった

ことは当時のメンバーとして光栄である。その

総合報告書を日本語にしようという話が諮

問さんからあったが、その後残念ながら断ち切

オ1になっている。

我々日本人は同じ居室にいたので互いに

なコミュニケーションがとれたが、 MADAの

カウシターパートとは部屋が違っていたこと

や私の怠慢のためにコミュニケーションがお

ろそかになりがちで、これは反省しているo

MADAとは半年に l度quarterlymeetingを開催

し、我々の研究成果を MADAとMARDIのメ

ンパーに発表し、議論する場があった。このよ

うな場は相互の信頼関係の構築に重要な場に

なっていたと思う。ダムの7J：.を放流できないよ
うな水不足が続き、水を放流すべきかどうかそ

の対応策を MADAが検討するため会議（アド

ホックミーテイング）に、我々熱研チーム 5名

も是非来てくれと要請され、 3日間ホテルに缶

詰になり意見の交換会を行ったことが今も強

い印象として残っている。

最近の JIRCASは個別派遣はまれで、ほとん

どカfプロジェクトチームによると聞いている。

当時からも問題になっていたが、プロジェクト

の人員配置の遅れを何とか改善できないのだ

ろうか。人選の遅れが原因でプロジェクト後半

にしわ寄せが行くのは、現地で先に研究を進め

ている研究者や遅れて派遣された研究者にも

迷惑をかけ、相手先に対する信用問題になると

同時に、研究計画が達成できないことにもなる

問題である。最近、研究評価が厳しく間われる

時代であり、研究計画についても過去に遡って

追求される状況であり、人員配置の遅れの改善

策をf食言すしていただきたいものである。
最後に、これから長期に出かけられる人に対

して、私の少ない経験から感じたところを述べ

させてもらうと、カウンタ令パートとアシスタ

シトの力をいかに有効に発揮させるかで、研究

成果に随分差が出ると思う。問題に対する改善

策（リコメンデーション）も研究成果の最後に

出るのでなく、短期で調査してきた印象をもと

に、最初に l）コメンデーションを提案し、それ

を現地で実証するぐらいの目標で取り組んで

欲しい。

ニイ。ハ ＠ユーと挨拶し
藤田嘉幸

1970年5月25日夕方6時頃、宗像，秀雄人事

班長が私の連絡調整課に来られ、例のニコニコ

顔で「元気か、ちょっと会長応接室に来てほし

い」との呼び出しがあった。「実は人事だ、沖

縄石垣島にいってくれ、熱帯農研が出来る。す

ぐ返事がほしい」。ハテ！石垣島とはどの辺か

な？炊事洗濯が苦手の私には妻の同行が必要

だが？などなどを考え回答を明日まで延ばし

てもらい数人の先輩同僚と相談した。「一番茶

294 

だ。いくことに賛成だjと励まされて遅く帰宅

した。事情を聞いて愛妻いわく「子供たちの意

見も聞いたら？J長女と次女長男達である。翌
朝食時に「皆に相談がある」と言いかけたら長

男坊主が「転勤だろう。どこか知らないが、お

父さん行け。僕も行く」この一言で私の石垣赴

きが決まった。

「かぱん持ち」と人に仕えるやさしい言葉が

ある。私の場合はチト違う「看板持ちjであ
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た幅約 30cm長 120cm

札である。
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めでとうございます。私にとっ

て！熱帝農業研究センター」は、出身の九州、j農

業試験場と共に、特に愛着のある機関となって



度に庶務課海外服務専門官、そして 1/2屈とは

40～41年度の技会事務局総務課総括班国際協

力係（新設→現国際研究課の前身、初代係員）

であります。今回は、熱研センターの胎動期か

らの思い出を警：けーる数少ない1人としてペンを

らせて頂きます 0

40年4月1日に国際協力係が新設されるに

あたり、私事ながらその頃勉学中であり、又、

4月2S日に結婚式も控えており、職業の少な

いであろう国際協力係を希望して配置換して

たのですが、あにはからんや、 5月頃から

「熱研センター」を新設しようとの案

が出て、更には、 41年度予算に

なlにそれからが公務員生活で最も

会｛！未わうこととなりました。

国内に本所（出来得れば無霜地帯に）、

に 5カ所の支所（記憶で、は、タイ・勺しイシ

ア g フィリピン。インド・当日寺のセイロンjを

主、定員は数百名という構想、で、

要求まで、当時としては

に要求しました。要求にあたっては、ま

、局内の段階から日に日に構想、が変わりその

に積算し直しながら、片や本務である国際協

力係の仕事（当時、年間 30名強の個別

30名強の海外派遣、稲作コースの受入，れ、日

ソ農業技術交流等）をし、特に、海外出張は現

在の専決処理がなく、従っ、て原則大臣決裁であ

り、殆どが少なくとも事務次官まで持ち回り決

裁でした。「芸は身を助く」ではありませんが、

農林省合唱団に入もっていたお陰で、大臣官房の

要職「付きjの女性の方殆どが合唱団のメン

思いで

パーで、本来ならば待機して決裁を受けーなけれ

ばいけないのを、効率良く決裁を受けることが

出来、その問、他の仕事が出来たことでした。

このような状況下で、当然のことながら、星出

さんから『新婚さん、最終電車に間に合わなく

なるぞ』と言われるまで、それは息をつく聞も

ない程の忙しさで、勿論、毎日が残業でした。

新婚生活は北本の2軒長屋の9坪官舎で、北本

駅から途中しばらくは舗装されていましたが、

の先から北本官舎までの道には砂利ではな

くまさしくこぶし程の「石ころjが敷いであ

り、通常の自転車では青年の私でさえ踏めるも

のではなく、今では余り見かけなくなった荷乗

せ用の大きなタイヤの自転車で約6キロの道程

を踏み毎朝毎晩通勤し、足腰は至って強くもな

り、お陰様で直に長女に恵まれました。

話がそれましたが、大蔵省との折衝の段階で

は「大東亜共栄圏jの話も出るなど、海外に匡j

の研究機関を新設するのは時期尚早であり、

又、海外技術協力事業団との調整も図る必要が

ある等の理由から「新設jは認められなかった

ものの、その当時としては破格の「調査費3ヲ800

万円jの予算化が函られました。当時の久宗局

長が、机で仮眠していた私をf3,800万円もらっ
てきたぞ』と喜んで起こして頂いたのを今でも

思い出します。翌年になり、「熱帯農業管理室

（準備室？）」が発足し熱研センタ一新設への準

備体制が整備されることとなります。

国際農林水産業研究センターの益々の発展

を祈念しながら、取り留めのない思い出話のベ

ンを置かせて頂きます。

の5年間熱帯農業研究セ

真木太一

在籍： 1988年 10月～ 1993年9月 環境資源利用部

現在；愛媛大学農学部

熱研を離れて7年になります。私は現在、愛

媛大学農学部で新設の大気環境学研究室に所

属して研究。教育に携わっています。実は、熱

研には当時新設された環境資源利用部へ昭和

63年10月に四国農試から異動しました。その

新設部は農環研の環境資源部と区別するため

「利用Jが付いたそうですが、現在は同じ名称
の環境資掠部となっているとおりです。昭和

63年同月に赴任しますと No.11研究室（6階

中央部北側の端、後で部屋換え）は机と椅子の

みでした。その椅子が極めて堅く、私はその椅

子で昼食後に休息をとる習慣でしたので、お陰

様で腰を痛めてしまい苦労しました。当初は原

因が不明で、したが、椅子が原因であることが分

かりました。それで居室の椅子は堅いので当時

の部長に少しソフトな椅子を買ってもらおう

としましたが、駄目だというので、実験室のな

んと普通の椅子がソフトであるため、それと

／
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思いで

最初から新婚の妻と同行し、長男がセイロンで

誕生し、これは熱研での海外の誕生第 1子と

なった。昭和 45年3月に帰国し、農業総合研

究所の図書室を借りて、長期在外研究員の後方

と筑波移転のため建物の設計案の作成に

し、昭和 45年6月には熱帯農業研究セン

ターの設置に伴い所属換えとなった。

第2由自はフィリピンの国際稲作研究所の植

物病理部長S。目。 Ou氏のサパテイカルリーブ

の間の留守役として赴任し、イネいもち病菌々

型の検定を行った。当時国際稲作研所の報告で

は稲もち病菌の菌型は不安定で種々と変化しl

ら沢山の菌系が出現するとされていた。

試を行い、 1つの病斑から 10以上の菌

して菌系の検定を行い、これを数十病

したが、 2種の菌系が分離された l例

を除いて他は全く同じ菌系と同定され、菌系の

不安定さは認められなか。 jこ。 j,詰在期間中に

は、現地の研究者に試験設計を渡し自らはほと

んど手を下さず結果のみを得る研究者もいる

という国際研究機関の実態や年に1国関係各国

から研究者を招いて行う成績検討会等を経験

した0

3度目の勤務は企画連絡室長として、熱帯農

業研究センターの運営を所長を補佐して行っ

た。当時の熱研センターは熱帯農業プロジェク

ト研究、技術体系組立研究、アフリカ緊急、海外

研究調査の実施や基盤技術研究部の設置や環

境資源利用部の要求等予算も定員も増加の一

途をたどり、要求資料の作成などアイデアを

められうれしい悲鳴をあげていたというのが

実状であった。また、それまでの海外研究の重

視に加えて園内での研究を強化し、実験温室の

建設や実験等の強化を図るなど成長の一途を

たどった時期であり充実した体験を味わった。

思いつくままに
御子柴春夫

筆者は 1963年から 5年間、農事試験場で、

OTCAの海外研究員の集団研修稲作研究コース

及び農機具研究コースの2コースの研修を担当

していた。その頃、講師を担当した研究室長の

内、何人かは海外を経験していたが、多くの講

師は海外の農業を書物以外に知るすべもなし

そんな状況の中で、日本の稲作研究及び農業機

械研究の理論と実際を指導しており、筆者は海

外研修員の持参した資料を基に、彼らから色々

聞きだし、当時の熱帯圏の農業の現状をさぐり

ながら、彼らに理解してもらうための研修に努

めた。こんな状況の中で、多くの講師は熱帯菌

の農業振興の為には現地の現状を知ることが

大切だという考えが一般的であった。

他方、 OTCAは当時、日本の農業技術者を海

外へ送りだし、技術協力を始めていたが、現地

の農業を知らないまま、日本の農業技術をその

まま現地へ移転する協力が多くなったきらい

があると言われたものである。

丁度その頃、技会内に熱研準備室が出来、筆

者は農事試験場在職のまま、インド中央農業研

究所へ派遣された。当時のインドでは既に、

USAからの研究協力を受け、トウモロコシ育

種は組織的に大々的に進められ、ハイブリッド

種は勿論、インド独特のコンポジット種も育成

されていたことは帰国後報告したところであ

る。

そんなインドで感銘を受けたことの一つは、

乾季の最中、連日 40℃を越えるような暑さの

中、ニューデリーの研究圃場ではトウモロコシ

が濯概栽培されていた時のことである。そんな

気候の時にデカン高原の中にある研究圃場へ

出かけた。インド国内で飛行機に乗るのは初め

ての経験で、ニューデリーから、南下した。空

からの眺めは乾季のことで赤茶色の台地が続

いていた。ハイデラバードへ近づいてから、川

の無い、干し上がった赤茶色の大地の所々に緑

の円が見えてきたので、同行のブリーダーに聞

いたところ、それでは地上で案内しようと言っ

てくれ、翌日その現場へ行ってみた。途中、畑

という畑は総て枯れあがり、赤茶色の土壌が続

いたが、突然トウモロコシが青々と育つ農場へ

着いた。トウモロコシは充分に育ち、大きな雌

穂を付けていた。その畑の中央には怯家があ

り、そのすぐ脇に岩を裂いた石が盛り上げられ

てあり、その石の真ん中には一辺 30mもあろ

うかと思われる正方形の、深さ目立1位掘り下

げられた岩穴があった。その一方の壁には階段
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ると言うようなことを

う。その井戸を中心にか

、円形にトウモロコシが育ち 1

円が見えることが良く

を思い知らさ
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いにパイア。が下7）刊、その先にはジーゼJL,

エンジンで動ぐ揚水ポンプが備わっていた。

ボーリングでj摺った7ででは7}:は出ないカミ』この

に大きく岩盤を掘り下げると岩の裂け目

ら水が出るのだと言う。それでも、詳の家で、

く撫り下げるとこちらが出なくなるので、ま

思い出職時
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思いで

私の沖縄体験
宮崎尚時

在籍： 1970年7月～ 1976年 11月 沖縄支所

1993年3月～ 1997年4月 生物資源部

昭和何年、発足後間もない沖縄支所に赴任

したのは、もう、かれこれ30年前のことにな

る。途中、沖縄本島で当時の藤田庶務課長に出

迎えていただき、暑い日差しの照りつけるな

か、二人一緒に「摩文仁ヶ丘」まで黙々と歩い

たのが、つい昨日のことのように思い出され

る。我々の任務が単に支所建設に留まらず、復

沖縄との架け橋になることであり、その

ためには何よりもまず、沖縄の原点である「姫

百合の塔jや「摩文仁ヶ正Jにお参りしておい
しいという藤田さんの強い信念から出た

ことであった。戦争のときの記憶がほとんどな

し歴史上の遠い出来事のように感じていた者

にとって、アメリカ草上陸とそ

後を絶するものであり、私にとって

はたいへん印象的なものとなった。これが最初

の沖縄体験である。

翌日、飛行機が珊瑚礁に固まれた美しい石垣

に着陸したとき、一転してここには那覇のよ

うな喧喋も、金網で囲まれた大きな米軍基地も

なく、まるで別天地のように感じられたことが

鮮明に記憶に残っている。当時、宿舎に使って

いた島の繁華街にある旅館で、児玉支所長に会

い、夜は開け放しで鍵をかけなくても大丈夫と

聞いたときには、ずいぶん安心なところに来た

と思ったものである。

児玉さんはとても自由な発想をされる方で

あって、地元の豊年祭や祝い事には率先して参

加された。また、沖縄の各離島のことをよく知

ることが肝心ということで、皆で手分けして沖

縄のほとんどの島々を閏った。このとき見た先

島諸島の各地に今も残る琉球王朝の収奪のあ

とは、美しい自然に恵まれた島々であるが故に

大きなショックであった。薩摩の収奪を受け4て

本島が先島に科した収奪はやむを得なかった

ものではあろうが、世の中の一番の弱者がしわ

寄せを受けるという構図であり、このショック

が二番目の沖縄体験であった。

その後、石垣島での生活にも慣れ、八重山支

所にも友達ができ、石垣島の人たちとも知り合

いが増えたとき、沖縄のもうひとつ別の原点が

えてきた。ここには時代に流されることな

し自分たちの生活を大切にし生活を楽しんで

いる人たちが居る。この人々はむしろ一番強い

のではないか。大きな渦のような流れは止めよ

うがないが、そのなかで流されることなく、自

ちの生j舌を守っている。沖縄ではそのよう

な生き方を実に多〈の人から教えていた

た。これが、なにとって第三の沖縄体験であ

る。農村宣教師として良い働きをされたパーベ

リー先生ご夫妻、有機農業を実践されている田

盛ご夫妻等々、多くの方々に出会えたのはたい

へん幸せであった。今、遺伝資源の仕事に携わ

るようになって、このような沖縄での4本語食や視
点が、とても貴重に思われるようになった。

熱帯農業研究セン 思い出
村田伸夫

「師と友にめぐまれし日々を思ひ出づ梅紅に

咲き染む朝」とお別れセミナーの黒板に書いて

1993年 3月に熱帯農業研究センターを去った

が、 36年の公務員生活の最後をこのセンター

の部長でおくられたのは幸いであった。他の場

所では、おおむね部長と研究員の聞に室長（時

には科長も）があり、若い研究員との直接の接

触の機会が限られていたが、私の場合は、直接

研究の現場に触れ、切礎王家磨することができた

からである。また、丁度このセンターが変貌を

遂けrょうとしていた時期でもあった。

前任の西山岩男部長から引き継いだ新設の

基盤技術研究部は、それまでの「研究は長期

派遣によって海外で」という状態から、熱帯

諸国の体制の進展に合わせて、囲内研究をと

もない基礎的研究を行う方向に転換しようと
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カマンデイに、小学 l年生、の長女、幼稚園の二

女、生後4ヶ月の双子の長男＠二男と家内とで

赴任、 79年口月 15日までIRRI職員として滞

当時支場は 530ha＿の敷地があったが、無電

灯地帯に種子公社（3,000ha）と支場がポツン

とあるだけ。専門家7＿，＼が居るはずなのに（イ

ンドネシア人支場長が大豆専門家を兼務）、

部からの専門家は赴任当時建築屋（ステーショ

ン・デイヴエロープメント）のフィリピン人夫

と小生等だけ。身分は九農試から IRRIへの

出向。丸、農試にしては初めて、市役所にしても

は極めて希なケースだった

よう1 関係者・申請者（小生）もその手続き

芯に音を上げた。 IRRI出向中旬日本に

お｜しでも九農試以外行く所がないので、熱研ー

でもないのに熱研に勝手に出入りした。そ

らの事情を察してか、梶原敏宏（HCAfン
ドネンア・ボゴール・植物保護プロジェクト

のち熱研研究第一部長、所長）。

（熱研主研）さんから、「熱研に来ないか」と

熱帯農業研究セン
本村悟

私が熱帯農業研究センターに在籍したのは

前後2回、通算で6年6ヶ月に及ぶ。最初は昭

和初年2月から 3ヵ年余、在外研究員として当

時のタイ国米穀局技術部において共同研究に

従事した。タイ白水田土壌の生産力解明を大き

なテーマに掲げ、；｜七夕イ、東北タイ、中央平原、

南タイと全土を駆け巡り、約 20（；地点で断面調

査と分析用の試料を採取した。中央平原にみら

れる塩基性硫酸第二鉄塩の藁黄色斑紋を特徴

とする酸性硫酸塩土壌、そこに生育している水

稲のりん酸欠乏の典型的な症状を観たときの

感激、掘れども掘れども細砂の東北タイの水

田、そこに生育している水稲はみじめな〈らい

に貧弱で、乾季には地上に噴出した塩を集、めて

の製塩風景は今でも脳裏に刻まれている。この

問、それぞれの地域特有の風俗。人情に触れ、

古代遺跡に民族発展の道程を偲ぶことができ

た。バンコクでは熱研の独身寮ともいうべきブ

サボン。アパートメントで、タ銅の後、独身者

の気楽さから時を忘れて、熱帯農業の現状と展

望、熱研の研究の進め方、とくに国際協力か国

際共同研究か、これに対する熱研の将来展望な

思いで

誘って下さJった。それで、、 80年 4月から（87

年3月まで）熱研にお世話になった。熱研。っ

くばに来てみたら、その後再び IRRXへ出向＠

住民票を 5年半抜くことも、スイスイと運び、

筑後の苦労が馬鹿に思えた。熱研赴任時「君な

ら此処で十分働いてもらえる！ I （岡部所長）、

農研に移ると決めた時（87年初め）「熱研にい

たければ、無理に出て行かなくてもいい。何と

でもして断るからJ（梶原所長）、「熱研職員の
米の味指向性は特異的、日本米で、はなく、品種

ホンジュラスJ（杉本勝男さん）、マラヤ農大で

79年お会いした山田行雄博士（元熱研企画室

長、当時京大教授）の「日本人にない発想法j、

「生き字ヲlJ（三宅正紀博士）等印象に残る。ガ
ンジガラメの組織から、自由な熱研に来て、目

から鱗の感じ。熱研に籍を置きながら、熱研本

来の業務をせず、 IRRI業務に明け暮れた小生

を快く（？）認めて下さった当時の熱研の度量

の大きさに感謝している。

思い出

どを語りあうた。かくして 3ヵ年の在外研究は

あっという間に過ぎ去り、名残を惜しみつつド

ンムアン空j巷を後にした。

第2回は、昭和 54年 12月から 3年4ヶ月、

企画調査部で勤務することになった。翌日年

は熱研創立 10周年に当たることから、記念行

事の企画が最初の仕事となった。熱帯農研集報

創立 10周年の記念特集号の編集、創立当時か

ら懸案となっていたシンボルマークの制定、記

念式典での講演会、祝賀会等など。小倉武一先

生は記念講演の中で「熱研は海外農林（水産）

業研究センターに改めるべきです」と熱研の将

来を展望され、深い感銘を受けーたのを覚えてい

る。現在、熱研は国際農林水産業研究センター

として飛躍的に発展しており、今昔の感に耐え

ない。

当時、熱研は技術会議の中でも十分に認知さ

れておらず、総て国内法の枠内に縛られてお

り、習慣や制度が異なり、生活環境や研究条件

が厳しい熱帯での特殊な研究環境を理解して

貰うのに技術会議国際協力班と口角泡を飛ば

すの侃々誇々の議論は深夜に及ぶこともしば

今
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務科の方が、毎年交代で宴を設定、大宴会。午

前様になってー宿舎に帰った。本土から暑い沖縄

に来ての仕事、大変だろうと慰労して頂いたの

思いで

だと思うが、なかなか出来る話ではない。有り

難うございました。

行きは怖くて帰りはよいよい

一熱研スリランカ時代の記億一

森田弘彦

在籍： 1984年 10月～ 1987年3月研究第 l部

現在：農究センター耕地利用部水田雑草研究室

北海道農試に配属されて 14年半、他場所へ

など考えもしなかった私に、スリランカ

に行くために熱帯農業研究センターに転勤す

る話が来たのはまさに晴天の震震ごありまし

た。「イ士事のことは余り考えなくてよい。j、「相

手機関には日本語の分かる人がいるので、英語

はできなくてもよい。 jと詰められたため、つ

いに断る理由がなくなったためでした。 1984年

10月に桜の古木のそびえる常磐糠牛久駅に降

り立ち、タクシーに「熱帯農研まで」と言った

ものの「知らないjと言われ、行く先の厳しさ

を感じたものでした。何とかたどり着くと、居

室の先輩は、私に運転免許がないことを知る

否や「海外では何はなくとも運転免許！ Jと、
瞬く開に私の自動車教習所通いの手続きを

めてしまいました。「現地にやってから免許を

取らせればよいjとの意見も上層部にはあった

ようですが、無事に国内で免許を取得して、前

任の Y氏に伴われてタイ経由でスリランカに

出発したのが 1985年 1月のことでした。 Y先

輩は私の滞在に必要な諸条件を実に手際よく

整え、 1ヶ月後にコロンボ空港から帰国されま

した。Y先輩の乗った飛行機が離陸すると、「英

語もわからない人間を一人残して帰るなんて、

何て冷たい lJと本気で思い、涙さえ浮かんで
きたものでした。熱研の海外共同研究の出発点

で、多くの分野で多数の長期在外研究員の活躍

されたスリランカでしたが、当時はすでに稲の

栽培に関する分野のみで、他分野は引き上げた

後でしたから。

スリランカでも外国人が長期に滞在するの

は初めて、という CentralRice Breeding Station 

(Batalagoda, Ibbagarnua）の宿泊施設の 1室を根

城に、「水稲短期品種の収量安定要因の解析」と

いう研究課題をスタートさせることになりま

した。一帯は緩やかな起伏の続く平坦地で、コ

コナツ圏の聞に水田が広がる純農村地帯で、試

験場もその中にあり、朝夕に稲を見ることがで

きる、という恵まれた条件にありました。稲作

の研究をするのには大変に適したパタラゴダ

の試験場で生育期間を異にする稲の試験研究

を開始したわけですが、当時各地で発生してい

た「不稔現象Jの解析がスリランカの関係者か
ら要請されました。この問題は出発前から話題

にあがっていて、相対的な低温が要因ではない

か、とも言われていましたが、「熱研の研究と

しては低温問題はどうか｜とされていたもので

した。この「不稔現象」は現地語のシンハラ語

で「Eb雌乱Pussa(8月の空籾）Jと呼ばれるほど

古くからある現象だとのことで、取りあえずこ

の現象の発生した現地に行って、材料を集める

ことから始めました。北海道で、培った「不稔籾

は聞いて中身を確かめる」経験を適用して、最

終的にはこの現象の大部分がタイワンクモヘ

リカメムシと稲籾枯細菌病によることを確か

め、前者は熱研の害虫研究の先輩が引き継いで

下さいました。

持て余した結果、そこら中の植物をスケッチし

て「スリランカ植物雑記帳Jにまとめました。
これはJXRCASの図書室に置いて頂いています。

初めての長期の海外生活で、現地の方々や熱

研の皆さんに大変にお世話になりました。「海

外アレルギー」を逆療法で直して頂いたことに

今でも深く感謝しております。
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マレーシアの北部に派遣されていた永井皐太

郎、杉本勝男両氏が、現地のホットな話題を発

信されていたものである。派遣先の試験場の近

況報告や日程、感想、やマレイ社会の紹介、短歌

や俳句といった盛りだくさんの内容は、同人誌

のような趣があり、この冊子をみると当時のマ

レーシアと日本の農業共同研究の様子が生き

生きと伝わってくる。中には当時アジア経済研

究所から派遣されていた堀井健三氏の調査，

ノートや、京都大学の研究プロジェクトを教導

された口羽益生氏がマラヤ農村への深い洞

を加えた論考が寄稿されている。周知の通り、

お二人は東南アジアの農業・農村社会研究の

A人吉である。こうした盛りだくさんの『北馬

航海』をひもとく時私がいつも感じるのは、

杉本氏やこれに寄稿した人達の、異なる文

イじに対する素直な驚きと好奇心である。そし

て、外国人の観点からとはいえ、これらがマレ

イ農村に暮らす人々への深い共感にもとづい

ているように思える。

社会科学の分析には、時代性、階層性、地域

性の全ての視点が必要で、ある。時代性とは、歴

史や経済の発展過程で分析対象国の人々や

我々がどこに立っているかを示すものであり、

また階層性とは狭義には経済階層を指すが、広

義にはそこの社会に住む多様な人々の命をめ

ぐる力関係といってよいだろう。地j:或？生とは、

生態系や社会経済の相違に根ざした生産や消

費行動の多様性を示している。こうした罰点が

必要であるといわれながら、いったん開発途上

思いで

固との関係になると、得てして経済の発展段階

や先進国からの進んだ技術の移転というとこ

ろに限がいきがちで、異なる丈イヒや慣習の中に

内在する地域に伝統的で固有な技術を過小評

価したり、社会慣習を必要悪と見なしがちであ

る。

経済や技術だけで社会が豊かになり人々が

必ずしも幸せになるわけではないことに、 20

世紀を生きた同朋は薄々気づき始めたようで

ある。もちろん、私は技術や経済の力が今後も

重要なファクターであり続けることを否定し

ているわけではない。ただ、異なる他者の価値

観に対する許容力をどうも忘れてしまいそう

になっているのではないだろうかと、『北馬双

幸良』の時代を十辰りi亙ると！惑じるのである。ポ－
jレ＠ラピノーという米国の文化人類学者が、異

文化の理解とは、他者の理解という迂回路を経

ることによる自己の理解であるという言葉を

残している。異文化に対する観察と理解は、自

己に対する洞察をともなってはじめて叶うも

のではないだろうか。外国人が異なる丈化の杜

において調査研究を行うということは、アプ

リオリに自国の文化的背景や各自の価値観を

背負っていることを、研究者は今また改めて問

い直すべきではないかと思う。多くの固との間

で、共同研究が行われ、また科学の面で一見国境

が見えなくなっているように錯覚しがちな

日でも、異なる文化をもっ国々の多様性を、技

術と経営を介し比較考察する意義は一層大き

くなってきている。

家族赴任の泣き笑い
八木忠之

在籍； 1977年3月～ 1980年3月

現在；北陸農業試験場

はじめに

私は 1977年3月～ 80年3月までの問、研究

第一部に在籍しタイ国農業局に派遣された。研

究基地は稲作研究所（Ric巴Division）であった。

目的は、中央平原に広がる酸性硫酸塩土壌に適

応する稲品種の育種法の開発である。前任の浜

村邦夫さんが浮き稲で成果を上げておられた

ので、それを補完する意味もあり、酸性土壌下

での品種間差異を発見された小山雄生さんの

成果を育種に生かそうとのねらいであった。折

から IRRIでも問題土壌対策への取り組みが始

まり、国際的な関心をもたれた課題で、あった。

家族で赴任して

私の場合は家族で赴任するのが当然と考え

ていた。前任の浜村さんを含めてそれ以前の周

りの熱研派遣者はほとんど家族赴任だったか

らである。子供も 5歳一人だったので単身など

考えもしなかった。結果は大正解、で家族共々

楽しく過ごすことができたし、第2子にも恵ま
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思いで

ーリ氏 同 30年

安延久美

現在：農業研究センター経営管理部

ーリロアハマッド氏（50才）は、マレー

シアのムダ地区マタンピナンネすに住む

す。被：はグループ0 .ブアーミングの中

e.稲作の仲間や農業普及員との連絡を取るた
めに、舗装されていない芳、タガタの

｛タヲメラ）を Fトさなオートパイで走りまわり、

仁

。」の上、小さいながレノ白

水田園場の見回りを毎日決して欠か

夕、ムの水が止まりそうだと耳にす

キロある山奥のダムまでひとり

け、トピイロウンカの発生を早〈に知る

ためにタライに泊を注いで居場に置いておく

をし、新しい品種があると開くと

てもらって試作するという篤農家でもありま

。このゾー l)j去が毎日のように通る農道か

ら、シルパーハウスを見ることができます。シ

Jレパ」ハウスは熱研と lVlADAとの共同研究菌

き；場が銀色のトタンででき

ていたことからその名前がつきました。

日本からマレーシアへの専門家派遣

まったのは 1958年のことです。当時独立問も

ないこの国に、水稲二期作品種の育成のために

門家が派遣されマリンジャやマスリといっ

に名前を残す品種が開発されました。ま

た水稲栽培、土壌、病害虫、農業経営の専門家

が現地で、試験研究。指導にあたり、そこから当

国の農業研究を担う多くの人材が育ったこと

は広く知られています。コロンボ計画下の一連

の成果は、 1970年代から特に栽培学と農業工

学分野を核とした研究協力として熱研－

JIRCASへと引き継がれ、その後もムダ稲作地

域での共同研究は形を変えながらも今日まで

続いていまフ。

さて私がゾーリ£＼に初めて会ったのはム

のグループ。ブアーミングの調査を行った

1990年です。その後彼は、 1995年から 1年間

毎日労働時間と現金収支の記録をつけるとい

う農業経営の調査研究に協力してくれました。

現在でもこの地域の正確な農家経済のデータ

はほとんど無いといってよく、その記録によっ

てはじめて稲作農家の就業や農業経営の実態、

農村生活の一端を明らかにすることができま

した。何の対価も期待せずに、一日も欠かさず

に1年間記隷をつけ続けてくれたゾー 1）氏のモ

ーションはイ可だ、ったのでしょうか。ゾーリ

氏は協力を少しも惜しまず胸襟を開いてくれ、

快〈村や家に迎えてぐれました。また経営記録

をつけることによって改めて自分の経営が客

観的にわかるようになってよかったと言って

くれたことも、嬉しい思い出として印象に残っ

ています。しかしお互いの国の言葉も十分に話

せない上で、の信頼関係は、私ひとりの努力では

ちそしてできなかったものだと思います。

ゾーリ氏は、 30年の間ずっと見てきたので

す。日本人の研究者達がシルバーハウスの国場

で汗だくになってイネの調査をしている姿や

泥まみれになって計測をしている姿、炎天下や

土砂降りの中でも一戸一戸の農家を尋ね歩い

ている姿を。試行錯誤の操り返しであったり、

仮に思ったような研究成果ではなかったとし

ても、そこで苦心する日本人研究者達それぞれ

の人間の生き方をゾー I｝氏は見ていたのでは

ないでしょうか。それがゾーリ氏ペコその他多く

のマレー稲作農民にとっての日本だったに違

いありません。私は共同研究の成果って何だろ

うと考える時、彼がいつも「TARCは今度いつ

ムダに来るのか？」と尋ねていたことを思い出

します。そんな時に 30年もの長い間の数多く

の研究者達の小さな小さな積み重ねが農家の

心に届いた時に、これがはじめて共同研究の財

産となっていくのではないかという思いを強

くするのです。

帰国して数年がたったにもかかわらず、いま

でもゾー 1）氏は力強い筆庄の鉛筆書き νで、「今

年の収量は結構よかったjと作況を知らせる手

紙を送ってくれます。マレーシアだけーでなく

きっといろいろな国にゾーリ氏のような農家

はたくさんいるはずで、じっと私達の様子をな

がめているに違いありません。これからの共同

は、各地のそれぞれの「ゾーリ氏」と

頼関係をどのくらい作っていけるのでしょう

か。世界各地の JIIRCAS調査研究サイトで、そ

れぞれの「ゾーリ氏Jと日本人研究者との友情
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思いで

共に歩んだ熱研

横田一郎

私は研究機関の筑波移転に伴い熱帯農業研

究センター（熱研）（現、国際農林水産業研究

センター）に採用された一人です。入省当時、

昭和49年5月農林団地建設の真っ最中で道路

も整備されておらず、雨が降るとあちこちに水

がj留まり、晴天の日は砂壌が立つ毎召でした。

圃場は農業機械化公団により畑 70アール、水

田50アールの造成が完了しており、私はその

管理をすることになりました。当時、熱研は東

京西ケ原に本所がありました。そのため私は技

指会議事務局施設計画室筑波分室駐在として

採用されました。ここでは、熱研の先発隊とし

て異動されていた大野芳和技官と二人で、青刈

作物やソルゴ等を栽培し地力増進に取り組み

ました。特に大変だ、ったのは水持ちの悪い水田

管理で、排水路を堰き止めて水位を上げる力仕

事でした。この大変な時期に頑張れたのは、農

業に従事してきた経験があったからと思って

います。

その後、熱研の本館（現農業生物資源研究所

本館）が完成すると同時（49年8月10日）に、

私は本館に移動しました。引越しの目、お祝い

にと大野技官と二人で一杯交わした夜、大きな

雷鳴と共にどしゃ降りになったことが記憶に

残っています。また、移動した当初の本館は湿

気は多く朝夕全館の窓を開閉しながら、圃場管

理をすることになりました。

昭和 50年に入って圃場管理棟、円形温室お

よび隔離温室等が完成、東京の本所から研究員

が毎日交代で移転準備に来所することになっ

たため、私には荒川沖までの送迎任務も加わり

ました。熱研の移転が完了するとともに、周辺

の植栽が進められケヤキ、ヒマラヤスギ＼メタ

セコイヤ、イチョウ等が植えられました。農林

研究団地の中で最初に建設された熱研の円形

温室は、 1年後にひときわ目立つ存在となりま

した。中にはパパイヤ、バナナ、ハイピスカ

ス、ヤシ等熱帯性の有用作物が生長し当時のそ

れは見事なもので、近郊近在の農協、各種団体

の方々が年間数千人も見学に訪れ、職員はその

案内に忙しい毎日でした。私ども業務科員は円

形温室や圃場及び、庭園の芝生の管理に取り組

む日々でした。

昭和 58年農林研究機関の再編により、こよ

なく愛した熱研は、現在の蚕糸。昆虫農業技術

研究所（蚕昆研）と同居となり、圃場は蚕見研

の八幡台の桑園の一部を譲り受け、新たに水田

と畑を造成し直すことになりました。水田の造

成は表土を 30cm剥ぎ取り、渡瀬遊；J:_i也から水

田用土壌を移入して造成されました。その水田

は昭和 60年3月に完成し植え付けられたイネ

は、初年度にかかわらず見事な出来でした。こ

の年は筑波科学博覧会が開催された年でもあ

ります。

平成 3年に上司。先輩の勧めで 17年間共に

した熱研から現農業生物資源研究所に異動に

なりました。帰ってみると、私たちがきれいに

管理していた円形温室、芝生等の面影は薄れて

いました。元熱研育ちの私は、何とかしなけれ

ばと思い業務の合間に温室の管理等をしてき

ました。

省みると研究機関の筑波移転からはや 25年

が経っており、円形温室の雨漏りは仕方がない

かと思います。一方、当初植裁した樹木は大地

にしっかり根を下ろし見事に生長しておりま

す。熱研の移転準備から圃場造り、園場管理、

緑地管理等に当初から携わってきた私には感

慨深いものが数々あります。しかし、創立 30

周年と機をーにして、私は 25年有余の長きに

わたり勤務させていただ、いた職場を無事卒業

することとなりました。皆さんのご指導と沢山

の思い出をありがとうございました。最後に国

際農林水産業研究センター創立 30周年を祝う

と共に、研究の話々の発展と国際農業への貢献

を祈念します。
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現在：通産省工業技術院

台湾での研究成果は、すでに

（渡辺、 1974）し、ま



思いで

台湾糖業試験所の要請に応じて 1972年4月

から半年間台南で生活し、サトウキピの株出し

不良とそれに関わる亜熱帯産の土壌菌につい

て研究し多くの知見と経験をした。病原菌の特

定や分離した土壌菌の分類・同定には多くの時

間を割くことができた。ここで得られた成果

l士、日本菌学会報上などで 7編の論文となっ

た。特にこの時見つけた新種のカピには、生ま

れて初めて Humicol九tainanensisと命名したが、

この菌株は今もアメリカ（ATCC 32917）と

オランダ（CBS269.76、Microdochiumtainanens忠

に改名される）に保存され、菌学研究に役立っ

ており、また成果の一部は土壌菌の図鑑（渡

I 993 ; Watanabe, 1994）を作る際の基礎

となった。

また当時知り合った台湾の研究者とは長い

間交流が続き、研究生活に大いに役立ち、 1984

年台湾の植物防疫学会設立 30周年記念大会に

招待されもした。

帰国が間近にせまった9月末、田中首相によ

る日中国交回復に伴い台湾との国交が突然断

絶され、台湾国中には日本への不平不満が充満

したが、個人的には何ひとついやな思いをした

ことはなく楽しい思いでばかりであった。台湾

滞在中専門分野を異にする多くの日本人と知

り合えたのもここでの研究生活を一層楽しい

ものとした。

参考文献

渡辺恒雄 1974”台湾のサトウキピの株出し

不良を引き起こす病原菌について．熱帯農研

集報27:114-116. 

渡遺恒雄 1993. 写真と図解土壌糸状菌。

ソフトサイエンス社．

WatanabeヲTsuneo.1994. Pictorial Atlas of Soil 

and Seed Fungi. Lewis Publisher丸 BocaRaton, 

u図S.A園
渡遺恒雄 2000.研究全録植物病理学と土

壌菌．ライフリサーチプレス＠

大豆の不稔現象
渡辺泰

在籍： 1978年4月～ 1980年4月 1部

私が熱研に在籍したのは 1973年 4月から 2

年余りの短い期間でした。熱研l土、あちこちで

槌音が聞こえる建設途上のつくば学園都市の

農林団地移転第一陣機関として現在の生物研

の研究本館へ移転したばかりであり、職場には

進取の雰囲気がみなぎっておりました。

当時、熱研はタイ農業協同組合省農業局と連

携、し「熱帯における水田の高度利用に関するプ

ロジェクト研究J( 1973年4月～ 78年3月）を
実施しておりました。私に与えられた在外研究

の課題はプロジェクト研究サイトのスパンブ

リ稲作試験場に駐在し、水田導入大豆に発現し

ていた不稔現象の原田を解明し安定栽培技術

の確立を図る一方、プロジェクト研究で展開し

てきた業務を経常的課題へ軟着陸させること

でした。

1978年 9月に任地へ行き、前任者の原城！監

さんに水田一面水稲で覆われた中にある大豆

圏場へ案内され、英の全くないものや大小さま

ざまの不稔爽を着けた青立ち状のった豆を見せ

られました。着任前は高温受精障害が原因だろ

う等といろいろ聞かされましたが、我が国でも
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知られているカメムシ類の吸汁で現れる、いわ

ゆる板爽が見られたことから虫害が主因に違

いないと産感しました。これに関連し、石倉秀

次民らの瀬戸内海地域のカメムシ類による大

豆の不稔現象に関する詳細な研究報告（石倉秀：

次他。四国農試報 1: 186岳 1953）があること

を知り早速、梶原部長に論文コピーの送付をお

願いしたことを思い出します。

熱研の連携相手が農業局技術部作付体系研

であったため、当初はプロジェクト研究を

継続的に発展させるような水田利用に直接係

る課題を要請されましたが、経過を説明し経常

的共同研究としての取組みに理解をいただき

ました。乾季始まりの 12月から格わりに近い

4月にかけて播種期を変え、殺虫剤処理による

害虫防除区と無防除区を設けて実証試験を行

うことにしました。結果は予想通りでした。乾

季最盛期の2月中旬から4月上旬に開花成熟期

がくる 1・2月播種の大豆は正常な生育を示し

ましたが、播種期が遅れ開花成熟期が雨季初め

にきた大豆は念、に爽着きが悪くなり、開花成熟

期が遅れると前年9月に見たような姿になって



を報告した際、

作物になって異常生育を示した

と指摘され、苦い思いをした記憶

に配列）50 

。

しまいました。こ：れに対し防除区

に開花成熟期がきてもほぼ正常な

たどりました。当

ておりました害虫専門

を依頼し5種類の害虫を

ましたが、障害の主因害虫名を

りま vせんでした。

この結果は、タイ中央平原

に大豆を導入するには

きる作拐に作付けする

し

今

Jハ守
、
J
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